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※障害 (しょうがい)の表記 (ひょうき)について
　　本要領 (ほんようりょう)では、長野県 (ながのけん)「障害 (しょうがい)」の表記 (ひょうき)ガイドライン（平成 (へいせい)26 (２６)年 (ねん)2 (２)月 (がつ)7 (７)日付 (にちづけ)）に準 (じゅん)じて、表記 (ひょうき)しています。


第 (だい)１　趣旨 (しゅし)
この要領 (ようりょう)は、障害 (しょうがい)を理由 (りゆう)とする差別 (さべつ)の解消 (かいしょう)の推進 (すいしん)に関 (かん)する法 (ほう)律 (りつ)（平 (へい)成 (せい)25年 (ねん)法 (ほう)律 (りつ)第 (だい)65号 (ごう)。以下 (いか)「法 (ほう)」という。）第 (だい)10条 (じょう)第 (だい)１項 (こう)の規定 (きてい)により、白馬村 (はくばむら)の事務 (じむ)又 (また)は事業 (じぎょう)を行 (おこな)うに当 (あ)たり、障 (しょう)がいを理由 (りゆう)とする差別 (さべつ)の禁止 (きんし)について、職員 (しょくいん)が適 (てき)切 (せつ)に対応 (たいおう)するための基本的 (きほんてき)事項 (じこう)を定 (さだ)めるものとする。

１　本要領 (ほんようりょう)の対象 (たいしょう)職員 (しょくいん)
白馬村 (はくばむら)に勤務 (きんむ)する常勤 (じょうきん)の特 (とく)別 (べつ)職 (しょく)職 (しょく)員 (いん)並 (なら)びに一般 (いっぱん)職 (しょく)職員 (しょくいん)、嘱 (しょく)託 (たく)職 (しょく)員 (いん)及 (およ)び臨 (りん)時 (じ)職 (しょく)員 (いん)とする。

２　法 (ほう)が定 (さだ)める障 (しょう)がいを理由 (りゆう)とする差別 (さべつ)の禁止 (きんし)

（行政 (ぎょうせい)機関 (きかん)等 (とう)における障害 (しょうがい)を理由 (りゆう)とする差別 (さべつ)の禁止 (きんし)）
法 (ほう)第 (だい)７条 (じょう)　行政 (ぎょうせい)機関 (きかん)等 (など)（注 (ちゅう)１）は、その事務 (じむ)又 (また)は事業 (じぎょう)を行 (おこな)うに当 (あ)たり、障害 (しょうがい)を理由 (りゆう)として障害者 (しょうがいしゃ)でない者 (もの)と不当 (ふとう)な差 (さ)別 (べつ)的 (てき)取 (とり)扱 (あつか)いをすることにより、障害者 (しょうがいしゃ)の権利 (けんり)利益 (りえき)を侵害 (しんがい)してはならない。
２　行政 (ぎょうせい)機関 (きかん)等 (など)は、その事務 (じむ)又 (また)は事業 (じぎょう)を行 (おこな)うに当 (あ)たり、障害者 (しょうがいしゃ)から現 (げん)に社会的 (しゃかいてき)障壁 (しょうへき)（注 (ちゅう)２）の除去 (じょきょ)を必要 (ひつよう)としている旨 (むね)の意思 (いし)の表明 (ひょうめい)があった場合 (ばあい)において、その実 (じっ)施 (し)に伴 (ともな)う負 (ふ)担 (たん)が過重 (かじゅう)でないときは、障害者 (しょうがいしゃ)の権利 (けんり)利益 (りえき)を侵害 (しんがい)することとならないよう、当該 (とうがい)障害者 (しょうがいしゃ)の性別 (せいべつ)、年 (ねん)齢 (れい)及 (およ)び障 (しょう)害 (がい)の状態 (じょうたい)に応 (おう)じて、社会的 (しゃかいてき)障壁 (しょうへき)の除去 (じょきょ)の実施 (じっし)について必要 (ひつよう)かつ合理的 (ごうりてき)な配慮 (はいりょ)をしなければならない。
（地方 (ちほう)公共 (こうきょう)団体 (だんたい)等 (とう)職員 (しょくいん)対応 (たいおう)要領 (ようりょう)）
法 (ほう)第 (だい)10条 (じょう)　地方 (ちほう)公共 (こうきょう)団体 (だんたい)の機 (き)関 (かん)及 (およ)び地 (ち)方 (ほう)独 (どく)立 (りつ)行 (ぎょう)政 (せい)法 (ほう)人 (じん)は、基本 (きほん)方針 (ほうしん)に即 (そく)して、第 (だい)７条 (じょう)に規定 (きてい)する事項 (じこう)に関 (かん)し、当該 (とうがい)地方 (ちほう)公共 (こうきょう)団体 (だんたい)の機 (き)関 (かん)及 (およ)び地 (ち)方 (ほう)独 (どく)立 (りつ)行 (ぎょう)政 (せい)法 (ほう)人 (じん)の職員 (しょくいん)が適 (てき)切 (せつ)に対応 (たいおう)するために必要 (ひつよう)な要領 (ようりょう)（中略 (ちゅうりゃく)）を定 (さだ)めるよう努 (つと)めるものとする。（以下 (いか)略 (りゃく)）

《留意 (りゅうい)事項 (じこう)》
障 (しょう)がいを理由 (りゆう)とする差別 (さべつ)には、第 (だい)７条 (じょう)第 (だい)１項 (こう)「不当 (ふとう)な差 (さ)別 (べつ)的 (てき)取 (とり)扱 (あつか)い」（作為 (さくい)によるもの）と同 (どう)条 (じょう)第 (だい)２項 (こう)「必要 (ひつよう)かつ合理的 (ごうりてき)な配慮 (はいりょ)（以下 (いか)「合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)」という。）の不提供 (ふていきょう)」（不作為 (ふさくい)によるもの）の２種類 (しゅるい)がある。


注 (ちゅう)１　「行政 (ぎょうせい)機関 (きかん)等 (など)」とは、国 (くに)の行政 (ぎょうせい)機関 (きかん)や地方 (ちほう)公共 (こうきょう)団体 (だんたい)等 (とう)をいう。
注 (ちゅう)２　「社会的 (しゃかいてき)障壁 (しょうへき)」とは、障 (しょう)がいのある人 (ひと)にとって日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)又 (また)は社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)を営 (いとな)む上 (うえ)で障壁 (しょうへき)となるような社会 (しゃかい)における事物 (じぶつ)、制度 (せいど)、慣行 (かんこう)、観 (かん)念 (ねん)その他 (た)一切 (いっさい)のものをいう。
・事物 (じぶつ)（通行 (つうこう)や利用 (りよう)しにくい施設 (しせつ)・設備 (せつび)や音声 (おんせい)案内 (あんない)・点字 (てんじ)・手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)の欠如 (けつじょ)など）
・制度 (せいど)（利用 (りよう)しにくい制度 (せいど)など）
・慣行 (かんこう)（障 (しょう)がいのある人 (ひと)の存在 (そんざい)を考慮 (こうりょ)しない習慣 (しゅうかん)や文化 (ぶんか)など）
・観念 (かんねん)（障 (しょう)がいのある人 (ひと)に対 (たい)する偏 (へん)見 (けん)、誤解 (ごかい)、差別的 (さべつてき)な意識 (いしき)など）

第 (だい)２　障 (しょう)がいを理由 (りゆう)とする不当 (ふとう)な差 (さ)別 (べつ)的 (てき)取 (とり)扱 (あつか)い及 (および)び合理的 (ごうりてきりてき)配慮 (はいりょ)の基本的 (きほんてき)な考 (かんが)え方 (かた)
職員 (しょくいん)は、その事務 (じむ)又 (また)は事業 (じぎょう)を行 (おこな)うに当 (あ)たっては、以下 (いか)の基本的 (きほんてき)な考 (かんが)え方 (かた)を踏 (ふ)まえて、障 (しょう)がいを理由 (りゆう)とした不当 (ふとう)な差 (さ)別 (べつ)的 (てき)取 (とり)扱 (あつか)いにより、障 (しょう)がいのある人 (ひと)の権利 (けんり)利益 (りえき)を侵害 (しんがい)することのないようにするとともに、社会的 (しゃかいてき)障壁 (しょうへき)の除去 (じょきょ)について合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)を適切 (てきせつ)に行 (おこな)うものとする。

１　法 (ほう)が対象 (たいしょう)とする障 (しょう)がいのある人 (ひと)
身体障 (しんたいしょう)がい、知的 (ちてき)障 (しょう)がい、精神障 (せいしんしょう)がい（発達障 (はったつしょう)がいを含 (ふく)む。）その他 (そのた)の心身 (しんしん)の機能 (きのう)の障 (しょう)がい（以下 (いか)「障 (しょう)がい」という。）のある人 (ひと)であって、障 (しょう)がい及 (およ)び社 (しゃ)会 (かい)的 (てき)障 (しょう)壁 (へき)により継続的 (けいぞくてき)に日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)又 (また)は社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)に相当 (そうとう)な制限 (せいげん)を受 (う)ける状 (じょう)態 (たい)にある人 (ひと)。
これは、障 (しょう)がい者 (しゃ)が日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)又 (また)は社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)において受 (う)ける制 (せい)限 (げん)は、難病 (なんびょう)に起因 (きいん)する障 (しょう)がいを含 (ふく)む、心身 (しんしん)機能 (きのう)の障 (しょう)がいのみに起因 (きいん)するものではなく、社会 (しゃかい)における様々 (さまざま)な障壁 (しょうへき)と相 (そう)対 (たい)することによって生 (しょう)ずるもの、という「社会 (しゃかい)モデル」の考 (かんが)え方 (かた)を踏 (ふ)まえたものである。
《留意 (りゅうい)事項 (じこう)》
  対象 (たいしょう)となる障 (しょう)がいのある人 (ひと)は、障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)の所持者 (しょじしゃ)に限 (かぎ)られない。
また、障 (しょう)がいに加 (くわ)えて性 (せい)別 (べつ)、年齢 (ねんれい)、国籍 (こくせき)により、更 (さら)に複 (ふく)合 (ごう)的 (てき)に困難 (こんなん)な状況 (じょうきょう)に置 (お)かれている場合 (ばあい)があること、さらに、障 (しょう)がい児 (じ)には、成人 (せいじん)で障 (しょう)がいのある人 (ひと)とは異 (こと)なる支 (し)援 (えん)の必要性 (ひつようせい)があることに留意 (りゅうい)する。社会 (しゃかい)モデルとは




社会 (しゃかい)モデルとは、障 (しょう)がいのある人 (ひと)が日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)又 (また)は社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)において受 (う)ける生 (せい)活 (かつ)のしづらさは、機能障 (きのうしょう)がいや疾患 (しっかん)などのことを考慮 (こうりょ)しないで作 (つく)られた社 (しゃ)会 (かい)の仕 (し)組 (く)みや社会的 (しゃかいてき)障壁 (しょうへき)に原因 (げんいん)があるとする考 (かんが)え方 (かた)。
　従来 (じゅうらい)は、障 (しょう)がいのある人 (ひと)が日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)又 (また)は社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)において受 (う)ける生 (せい)活 (かつ)のしづらさは、その人 (ひと)個人 (こじん)の病気 (びょうき)や外傷 (がいしょう)等 (など)（機能障 (きのうしょう)がい）に原因 (げんいん)がある（医学 (いがく)モデル）と考 (かんが)えられてきた。このため、障 (しょう)がいのある人 (ひと)への対応 (たいおう)は、この生活 (せいかつ)のしづらさの原因 (げんいん)となる機能障 (きのうしょう)がいを治療 (ちりょう)やリハビリ等 (とう)によって軽減 (けいげん)させることが必要 (ひつよう)であるとし、専門 (せんもん)の福祉 (ふくし)施設 (しせつ)などに保護 (ほご)して必要 (ひつよう)な治療 (ちりょう)やリハビリ等 (など)を受 (う)けさせることに重点 (じゅうてん)が置 (お)かれてきた。　
しかし、こうした施策 (しさく)は、障 (しょう)がいのある人 (ひと)を地域 (ちいき)社会 (しゃかい)から排除 (はいじょ)する社会 (しゃかい)環境 (かんきょう)を作 (つく)ることへつながり、その結果 (けっか)、様々 (さまざま)な社会 (しゃかい)の仕 (し)組 (く)みが障 (しょう)がいのある人 (ひと)の存在 (そんざい)を考慮 (こうりょ)しないで作 (つく)られてきた。
今日 (きょう)では、障 (しょう)がいのある人 (ひと)を地域 (ちいき)社会 (しゃかい)から排除 (はいじょ)せず、共生 (きょうせい)する社会 (しゃかい)（「ソーシャル・インクルージョン」（誰 (だれ)をも排除 (はいじょ)しない社会 (しゃかい)）を目 (め)指 (ざ)すことが社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)の基本 (きほん)理念 (りねん)になっている。国連 (こくれん)総会 (そうかい)における「障害者 (しょうがいしゃ)権利 (けんり)条約 (じょうやく)」の採択 (さいたく)によって社会 (しゃかい)モデルの考 (かんが)え方 (かた)が国際 (こくさい)ルールとなり、障害者 (しょうがいしゃ)基本法 (きほんほう)にもこの考 (かんが)え方 (かた)が取 (と)り入 (い)れられた。
２　不当 (ふとう)な差 (さ)別 (べつ)的 (てき)取 (とり)扱 (あつか)いの基本的 (きほんてき)な考 (かんが)え方 (かた)
障 (しょう)がいのある人 (ひと)に対 (たい)して、正当 (せいとう)な理由 (りゆう)なく、障 (しょう)がいを理由 (りゆう)として（注 (ちゅう)３）、財 (ざい)・サービスや各種 (かくしゅ)機会 (きかい)の提供 (ていきょう)を拒否 (きょひ)、場所 (ばしょ)・時間帯 (じかんたい)などを制限 (せいげん)、障 (しょう)がいのない人 (ひと)に対 (たい)しては付 (ふ)さない条 (じょう)件 (けん)を付 (つ)けることなどによる、障 (しょう)がいのある人 (ひと)の権利 (けんり)利益 (りえき)を侵害 (しんがい)することを禁止 (きんし)する。
《留意 (りゅうい)事項 (じこう)》
(1) 不当 (ふとう)な差 (さ)別 (べつ)的 (てき)取 (とり)扱 (あつか)いとは、正当 (せいとう)な理由 (りゆう)なく、事務 (じむ)又 (また)は事業 (じぎょう)について諸事情 (しょじじょう)が同 (おな)じ障 (しょう)がいのない人 (ひと)と比較 (ひかく)して、障 (しょう)がいのある人 (ひと)を不利 (ふり)に扱 (あつか)うこと。
したがって、障 (しょう)がいのある人 (ひと)の事実上 (じじつじょう)の平等 (びょうどう)を促進 (そくしん)し、又 (また)は達成 (たっせい)するために必要 (ひつよう)な特別 (とくべつ)の措置 (そち)は、不当 (ふとう)な差 (さ)別 (べつ)的 (てき)取 (とり)扱 (あつか)いではない。
(2) 「正当 (せいとう)な理由 (りゆう)」の判断 (はんだん)の視点 (してん)
ア　当 (とう)該 (がい)取 (とり)扱 (あつか)いが、客観的 (きゃくかんてき)に見 (み)て正 (せい)当 (とう)な目的 (もくてき)の下 (した)に行 (おこな)われ、その目的 (もくてき)に照 (て)らしてやむを得 (え)ないと言 (い)える場 (ば)合 (あい)は正当 (せいとう)な理由 (りゆう)に相当 (そうとう)する。
　正当 (せいとう)な理由 (りゆう)があると判断 (はんだん)した場合 (ばあい)には、障 (しょう)がいのある人 (ひと)にその理由 (りゆう)を説明 (せつめい)するものとし、理解 (りかい)を得 (え)るよう努 (つと)めることが望 (のぞ)ましい。
イ　正当 (せいとう)な理由 (りゆう)に相当 (そうとう)するか否 (いな)かについては、具体的 (ぐたいてき)な検討 (けんとう)をせずに正当 (せいとう)な理由 (りゆう)を拡大 (かくだい)解釈 (かいしゃく)するなどして法 (ほう)の趣旨 (しゅし)を損 (そこ)なうことなく、個別 (こべつ)の事案 (じあん)ごとに、障 (しょう)がいのある人 (ひと)、第三者 (だいさんしゃ)の権利 (けんり)利益 (りえき)（例 (れい)：安全 (あんぜん)の確保 (かくほ)、財産 (ざいさん)の保全 (ほぜん)、損害 (そんがい)発生 (はっせい)の防止 (ぼうし)等 (など)）及 (およ)び村 (むら)の事務 (じむ)又 (また)は事業 (じぎょう)の目的 (もくてき)・内容 (ないよう)・機能 (きのう)の維持 (いじ)等 (とう)の観点 (かんてん)に鑑 (かんが)み、具体的 (ぐたいてき)場面 (ばめん)や状況 (じょうきょう)に応 (おう)じて総 (そう)合 (ごう)的 (てき)・客観的 (きゃくかんてき)に判断 (はんだん)することが必要 (ひつよう)である。■不当 (ふとう)な差 (さ)別 (べつ)的 (てき)取 (とり)扱 (あつか)いの例 (れい)（例示 (れいじ)であり、記載 (きさい)した具体例 (ぐたいれい)に限 (かぎ)られるものでない。）
例 (れい)１）視覚障 (しかくしょう)がいのある人 (ひと)が施設 (しせつ)を利用 (りよう)する時 (とき)に、盲導犬 (もうどうけん)の同伴 (どうはん)を断 (ことわ)る。
例 (れい)２）イベント会場 (かいじょう)で、電動車 (でんどうくるま)いすを使用 (しよう)していることを理由 (りゆう)に入場 (にゅうじょう)を拒否 (きょひ)する。
例 (れい)３）障 (しょう)がいを理由 (りゆう)に窓口 (まどぐち)対応 (たいおう)を拒否 (きょひ)する。
　例 (れい)４）障 (しょう)がいを理由 (りゆう)に対応 (たいおう)の順序 (じゅんじょ)を後 (あと)回 (まわ)しにする。
　例 (れい)５）障 (しょう)がいを理由 (りゆう)に書面 (しょめん)の交付 (こうふ)、資料 (しりょう)の送付 (そうふ)、パンフレットの提供 (ていきょう)等 (とう)を拒 (こば)む。
　例 (れい)６）障 (しょう)がいを理由 (りゆう)に説明会 (せつめいかい)等 (とう)への出席 (しゅっせき)を拒 (こば)む。
例 (れい)７）事務 (じむ)又 (また)は事業 (じぎょう)の遂行上 (すいこうじょう)、特 (とく)に必要 (ひつよう)ではないにもかかわらず、障 (しょう)がいがあることを理由 (りゆう)に、来庁 (らいちょう)の際 (さい)に付 (つ)き添 (そ)い者 (しゃ)の同行 (どうこう)を求 (もと)めるなどの条件 (じょうけん)を付 (つ)けたり、特 (とく)に支障 (ししょう)がないにもかかわらず、付 (つ)き添 (そ)い者 (しゃ)の同行 (どうこう)を拒 (こば)んだりする。
■不当 (ふとう)な差 (さ)別 (べつ)的 (てき)取 (とり)扱 (あつか)いには当 (あ)たらない例 (れい)
例 (れい)１）障 (しょう)がいのある人 (ひと)を優遇 (ゆうぐう)する取 (とり)扱 (あつか)い（いわゆる積極的 (せっきょくてき)改善 (かいぜん)措置 (そち)）
例 (れい)２）合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の提供 (ていきょう)による障 (しょう)がいのない人 (ひと)との異 (こと)なる取 (とり)扱 (あつか)い
例 (れい)３）合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の提供 (ていきょう)等 (とう)に必要 (ひつよう)な範囲 (はんい)で、プライバシーに配慮 (はいりょ)しつつ障 (しょう)がいのある人 (ひと)に障 (しょう)がいの状況 (じょうきょう)等 (とう)を確認 (かくにん)すること。
















注 (ちゅう)３「障 (しょう)がいを理由 (りゆう)として」とは、障 (しょう)がいを直接 (ちょくせつ)の理由 (りゆう)とする場合 (ばあい)と、障 (しょう)がいそのものではないが、車 (くるま)いす等 (など)の福祉 (ふくし)用具 (ようぐ)の利用 (りよう)や盲導犬 (もうどうけん)・介助 (かいじょ)犬 (けん)・聴 (ちょう)導 (どう)犬 (けん)の同行 (どうこう)等 (など)のような障 (しょう)がいに関連 (かんれん)する事由 (じゆう)を理由 (りゆう)とする場合 (ばあい)も含 (ふく)まれる。
３　合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の基本的 (きほんてき)な考 (かんが)え方 (かた)
事務 (じむ)又 (また)は事業 (じぎょう)を行 (おこな)うに当 (あ)たり、個々 (ここ)の場面 (ばめん)において、障 (しょう)がいのある人 (ひと)から現 (げん)に社会的 (しゃかいてき)障壁 (しょうへき)の除去 (じょきょ)を必要 (ひつよう)としている旨 (むね)の意思 (いし)の表明 (ひょうめい)(注 (ちゅう)４)があった場合 (ばあい)において、その実施 (じっし)に伴 (ともな)う負 (ふ)担 (たん)が過重 (かじゅう)でないときに、障 (しょう)がいのある人 (ひと)の権利 (けんり)利益 (りえき)を侵害 (しんがい)することとならないよう、社会的 (しゃかいてき)障壁 (しょうへき)を除去 (じょきょ)するための必要 (ひつよう)かつ合理的 (ごうりてき)な取組 (とりくみ)である。
障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)権 (けん)利 (り)条 (じょう)約 (やく)第 (だい)２条 (じょう)において、「合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)」は、「障害者 (しょうがいしゃ)が他 (た)の者 (もの)との平等 (びょうどう)を基礎 (きそ)として全 (すべ)ての人権 (じんけん)及び (および)基本的 (きほんてき)自由 (じゆう)を享有 (きょうゆう)し、又 (また)は行使 (こうし)することを確保 (かくほ)するための必要 (ひつよう)かつ適当 (てきとう)な変 (へん)更 (こう)及 (およ)び調 (ちょう)整 (せい)であって、特定 (とくてい)の場合 (ばあい)において必要 (ひつよう)とされるものであり、かつ、均衡 (きんこう)を失 (しっ)した又 (また)は過度 (かど)の負担 (ふたん)を課 (か)さないもの」と定義 (ていぎ)されている。
《留意 (りゅうい)事項 (じこう)》
(1) 事務 (じむ)又 (また)は事業 (じぎょう)の目的 (もくてき)・内容 (ないよう)・機能 (きのう)に照 (て)らし、必要 (ひつよう)とされる範囲 (はんい)で本来 (ほんらい)の業務 (ぎょうむ)に付随 (ふずい)するものに限 (かぎ)られる。
(2) 障 (しょう)がいのない人 (ひと)との比較 (ひかく)において同等 (どうとう)の機会 (きかい)の提供 (ていきょう)を受 (う)けるためのものである。
(3) 事務 (じむ)又 (また)は事業 (じぎょう)の目的 (もくてき)・内容 (ないよう)・機能 (きのう)の本質的 (ほんしつてき)な変更 (へんこう)には及 (およ)ばない。
(4) 障 (しょう)がいの特性 (とくせい)や具体的 (ぐたいてき)場面 (ばめん)・状況 (じょうきょう)に応 (おう)じて異 (こと)なり、必要 (ひつよう)かつ合理的 (ごうりてき)な範囲 (はんい)で、柔軟 (じゅうなん)に対応 (たいおう)がなされるものである。
資料編 (しりょうへん)に＜障 (しょう)がい別 (べつ)の主 (しゅ)な特性 (とくせい)と配慮 (はいりょ)の例 (れい)＞（P10～P15）を掲載 (けいさい)したので留意 (りゅうい)すること。
(5) 提供 (ていきょう)する合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の内容 (ないよう)については、相手方 (あいてがた)と代替 (だいたい)措置 (そち)も含 (ふく)め十 (じゅう)分 (ぶん)なコミュニケーションを図 (はか)り、合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の提供 (ていきょう)義務 (ぎむ)を果 (は)たせるようにすることが必要 (ひつよう)である。
(6) 「過重 (かじゅう)な負担 (ふたん)」の判断 (はんだん)の視点 (してん)　
過重 (かじゅう)な負担 (ふたん)については、具体的 (ぐたいてき)な検討 (けんとう)をせずに過重 (かじゅう)な負担 (ふたん)を拡大 (かくだい)解釈 (かいしゃく)するなどして法 (ほう)の趣旨 (しゅし)を損 (そこ)なうことなく、個別 (こべつ)の事案 (じあん)ごとに、以下 (いか)の要素 (ようそ)等 (とう)を考慮 (こうりょ)し、具体的 (ぐたいてき)場面 (ばめん)や状 (じょう)況 (きょう)に応 (おう)じて総 (そう)合 (ごう)的 (てき)・客観的 (きゃくかんてき)に判断 (はんだん)することが必要 (ひつよう)である。過重 (かじゅう)な負担 (ふたん)に当 (あ)たると判断 (はんだん)した場合 (ばあい)は、障 (しょう)がいのある人にその理由 (りゆう)を説明 (せつめい)するものとし、理解 (りかい)を得 (え)るよう努 (つと)めることが望 (のぞ)ましい。（注 (ちゅう)５）
ア 事務 (じむ)又 (また)は事業 (じぎょう)への影響 (えいきょう)の程度 (ていど)（事務 (じむ)又 (また)は事業 (じぎょう)の目的 (もくてき)・内容 (ないよう)・機能 (きのう)を損 (そこ)なうか否 (いな)か）
イ 実現 (じつげん)可能性 (かのうせい)の程度 (ていど)（物理的 (ぶつりてき)・技術的 (ぎじゅつてき)制約 (せいやく)、人的 (じんてき)・体制上 (たいせいじょう)の制約 (せいやく)）
ウ 費用 (ひよう)・負担 (ふたん)の程度 (ていど)


注 (ちゅう)４　「意思 (いし)の表明 (ひょうめい)」とは、言語 (げんご)（手話 (しゅわ)を含 (ふく)む。）のほか、点字 (てんじ)、拡大 (かくだい)文字 (もじ)、筆談 (ひつだん)、実物 (じつぶつ)の提示 (ていじ)や身 (み)振 (ぶ)りサイン等 (とう)による合図 (あいず)、触覚 (しょっかく)による意思 (いし)伝達 (でんたつ)などの必要 (ひつよう)な手段 (しゅだん)（通訳 (つうやく)を介 (かい)するものを含 (ふく)む。）により伝 (つた)えられるもの。（障 (しょう)がいのある人 (ひと)の家族 (かぞく)、支援者 (しえんしゃ)・介助者 (かいじょしゃ)、法定 (ほうてい)代理人 (だいりじん)等 (など)、コミュニケーションを支援 (しえん)する者 (もの)が本人 (ほんにん)を補佐 (ほさ)して行 (おこな)う意 (い)思 (し)の表明 (ひょうめい)も含 (ふく)む。）
注 (ちゅう)５　本要領中 (ほんようりょうなか)、「望 (のぞ)ましい。」と記載 (きさい)している内容 (ないよう)は、それを実施 (じっし)しない場合 (ばあい)であっても、法 (ほう)に反 (はん)すると判断 (はんだん)されることはないが、障害者 (しょうがいしゃ)基本法 (きほんほう)（昭 (しょう)和 (わ)４５年 (ねん)法 (ほう)律 (りつ)第 (だい)８４号 (ごう)）の基本的 (きほんてき)な理念 (りねん)及び (および)法 (ほう)の目的 (もくてき)を踏 (ふ)まえ、できるだけ取 (と)り組 (く)むことが望 (のぞ)まれることを意味 (いみ)する。
	■求 (もと)められる合 (ごう)理 (り)的 (てき)配 (はい)慮 (りょ)の例 (れい)（代替 (だいたい)措置 (そち)・事前的 (じぜんてき)措置 (そち)を含 (ふく)む。）
３で示 (しめ)したとおり、合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)は、障 (しょう)がいの特性 (とくせい)や社会的 (しゃかいてき)障壁 (しょうへき)の除去 (じょきょ)が求 (もと)められる具体的場面 (ぐたいてきばめん)や状況 (じょうきょう)に応 (おう)じて異 (こと)なり、多様 (たよう)かつ個別性 (こべつせい)の高いものであるが、具体例 (ぐたいれい)としては、次 (つぎ)のようなものがある。
なお、記載 (きさい)した具体例 (ぐたいれい)については、３で示 (しめ)した過 (か)重 (じゅう)な負担 (ふたん)が存在 (そんざい)しないことを前提 (ぜんてい)としていること、また、これらはあくまでも例示 (れいじ)であり、記載 (きさい)されている具体例 (ぐたいれい)だけに限 (かぎ)られるものではないことに留意 (りゅうい)する必要 (ひつよう)がある。
※各 (かく)所 (しょ)属 (ぞく)における実 (じっ)際 (さい)の対 (たい)応 (おう)に当 (あ)たっては、資 (し)料 (りょう)編 (へん)＜障 (しょう)がいのある人 (ひと)への配慮 (はいりょ)のチェックリスト＞（P16～P19）を活用 (かつよう)すること。

案内 (あんない)（入口 (いりぐち)・受付 (うけつけ)）・誘導 (ゆうどう)



・配架 (はいか)棚 (だな)の高 (たか)い所 (ところ)に置 (お)かれたパンフレット等 (など)を取 (と)って渡 (わた)す。パンフレット等 (など)の位 (い)置 (ち)を分 (わ)かりやすく伝 (つた)える。
・目的 (もくてき)の場所 (ばしょ)までの案内 (あんない)の際 (さい)に、障 (しょう)がいのある人 (ひと)の歩行 (ほこう)速度 (そくど)に合 (あ)わせた速 (そく)度 (ど)で歩 (ある)く、前 (ぜん)後 (ご)・左 (さ)右 (ゆう)・距 (きょ)離 (り)の位 (い)置 (ち)取 (ど)りについて、障 (しょう)がいのある人 (ひと)の希 (き)望 (ぼう)を聞 (き)く。
・庁舎 (ちょうしゃ)の入口 (いりぐち)や駐車場 (ちゅうしゃじょう)などで通常 (つうじょう)は、口頭 (こうとう)で行 (おこな)っている案内 (あんない)を、メモにして渡 (わた)す。

相 (そう)談 (だん)・説 (せつ)明 (めい)・窓 (まど)口 (ぐち)対 (たい)応 (おう)



・ゆっくり、丁寧 (ていねい)に、繰 (く)り返 (かえ)し説 (せつ)明 (めい)し、内容 (ないよう)が理解 (りかい)されたことを確認 (かくにん)しながら応対 (おうたい)する。
・書類 (しょるい)の記入 (きにゅう)方法 (ほうほう)等 (など)は、本人 (ほんにん)の目 (め)の前 (まえ)で示 (しめ)し、わかりやすい記述 (きじゅつ)で伝達 (でんたつ)する。
・ドアの開 (かい)閉 (へい)を手 (て)伝 (つだ)う、筆 (ひつ)談 (だん)のためのメモ用 (よう)紙 (し)を用 (よう)意 (い)する等 (など)の配 (はい)慮 (りょ)をする。
・障 (しょう)がいの特性 (とくせい)により、頻繁 (ひんぱん)に離席 (りせき)の必要 (ひつよう)がある場合 (ばあい)に、会場 (かいじょう)の座席 (ざせき)位置 (いち)を扉 (とびら)付近 (ふきん)にする。
・不随意 (ふずいい)運動 (うんどう)等 (とう)により書類 (しょるい)等 (など)を押 (お)さえることが難 (むずか)しい障 (しょう)がいのある人 (ひと)に対 (たい)し、バインダー等 (など)の固 (こ)定 (てい)器 (き)具 (ぐ)の提 (てい)供 (きょう)や、職 (しょく)員 (いん)が補 (ほ)助 (じょ)をする。
・意 (い)思 (し)疎 (そ)通 (つう)が不 (ふ)得 (とく)意 (い)な障 (しょう)がいのある人 (ひと)に対 (たい)し、絵 (え)カード等 (など)を活用 (かつよう)して意思 (いし)を確認 (かくにん)する。
・障 (しょう)がいのある人 (ひと)から配 (はい)慮 (りょ)を求 (もと)められた場 (ば)合 (あい)、筆 (ひつ)談 (だん)、読 (よ)み上 (あ)げ、手 (しゅ)話 (わ)などによるコミュニケーション、分 (わ)かりやすい表 (ひょう)現 (げん)を使 (つか)って説 (せつ)明 (めい)をする等 (など)の意 (い)思 (し)疎 (そ)通 (つう)に配 (はい)慮 (りょ)する。この際 (さい)、個 (こ)人 (じん)情 (じょう)報 (ほう)に関 (かか)わる事 (じ)項 (こう)の読 (よ)み上 (あ)げについては、周 (しゅう)囲 (い)に聞 (き)こえないように留 (りゅう)意 (い)する。
・本 (ほん)人 (にん)の依 (い)頼 (らい)がある場 (ば)合 (あい)には、代 (だい)読 (どく)や代 (だい)筆 (ひつ)といった配 (はい)慮 (りょ)を行 (おこな)う。
・比 (ひ)喩 (ゆ)表 (ひょう)現 (げん)等 (など)が苦 (にが)手 (て)な障 (しょう)がいのある人 (ひと)に対 (たい)し、比 (ひ)喩 (ゆ)や暗 (あん)喩 (ゆ)、二 (に)重 (じゅう)否 (ひ)定 (てい)表 (ひょう)現 (げん)などを用 (もち)いずに具 (ぐ)体 (たい)的 (てき)に説 (せつ)明 (めい)する。
・疲 (ひ)労 (ろう)を感 (かん)じやすい障 (しょう)がいのある人 (ひと)から別 (べっ)室 (しつ)での休 (きゅう)憩 (けい)の申 (もう)し出 (で)があり、別 (べっ)室 (しつ)の確 (かく)保 (ほ)が困 (こん)難 (なん)である場 (ば)合 (あい)は、事 (じ)情 (じょう)を説 (せつ)明 (めい)し、対 (たい)応 (おう)窓 (まど)口 (ぐち)の近 (ちか)くに長 (なが)椅 (い)子 (す)を移 (い)動 (どう)させて臨 (りん)時 (じ)の休 (きゅう)憩 (けい)スペースを設 (もう)ける。
・他 (た)人 (にん)との接 (せっ)触 (しょく)、多 (た)人 (にん)数 (ずう)の中 (なか)にいることによる緊 (きん)張 (ちょう)等 (とう)により、発 (ほっ)作 (さ)等 (など)がある場 (ば)合 (あい)、障 (しょう)がいのある人 (ひと)に説 (せつ)明 (めい)し、状 (じょう)況 (きょう)に応 (おう)じて別 (べっ)室 (しつ)を準 (じゅん)備 (び)する。
・立 (た)って列 (れつ)に並 (なら)んで順 (じゅん)番 (ばん)を待 (ま)っている場 (ば)合 (あい)に、周 (しゅう)囲 (い)の者 (もの)の理 (り)解 (かい)を得 (え)た上 (うえ)で、この障 (しょう)がいのある人 (ひと)の順 (じゅん)番 (ばん)が来 (く)るまで別 (べっ)室 (しつ)や席 (せき)を用 (よう)意 (い)する。
・順 (じゅん)番 (ばん)を待 (ま)つことが苦 (にが)手 (て)な障 (しょう)がいのある人 (ひと)に対 (たい)し、周 (しゅう)囲 (い)の者 (もの)の理 (り)解 (かい)を得 (え)た上 (うえ)で、手 (て)続 (つづ)き順 (じゅん)を入 (い)れ替 (か)える。
・手 (しゅ)話 (わ)通 (つう)訳 (やく)が実 (じっ)施 (し)できない場 (ば)合 (あい)に、筆 (ひつ)談 (だん)や身 (み)振 (ぶ)りでの応 (おう)対 (たい)、図 (ず)や表 (ひょう)示 (じ)物 (ぶつ)を使 (し)用 (よう)しての説 (せつ)明 (めい)が可 (か)能 (のう)か検 (けん)討 (とう)する。

文書 (ぶんしょ)等 (など)の作成 (さくせい)・送付 (そうふ)



・聴 (ちょう)覚 (かく)障 (しょう)がいのある人 (ひと)が問 (とい)合 (あわ)せできるよう、電 (でん)話 (わ)番 (ばん)号 (ごう)に加 (くわ)えてファックス番 (ばん)号 (ごう)やＥメールアドレスを記 (き)載 (さい)する。
・広 (ひろ)く村 (そん)民 (みん)に広 (こう)報 (ほう)する資 (し)料 (りょう)のうち、視 (し)覚 (かく)障 (しょう)がいのある人 (ひと)に送 (そう)付 (ふ)するものについては、音 (おん)声 (せい)データの提 (てい)供 (きょう)、音 (おん)声 (せい)コードの印 (いん)刷 (さつ)又 (また)は点 (てん)字 (じ)化 (か)する等 (など)の配 (はい)慮 (りょ)を行 (おこな)う。
・視 (し)覚 (かく)障 (しょう)がいのある人 (ひと)への文 (ぶん)書 (しょ)等 (など)の作 (さく)成 (せい)に際 (さい)して、拡 (かく)大 (だい)文 (も)字 (じ)や見 (み)分 (わ)けやすい配 (はい)色 (しょく)について配 (はい)慮 (りょ)する。
・知 (ち)的 (てき)障 (しょう)がいのある人 (ひと)に文 (ぶん)書 (しょ)を送 (そう)付 (ふ)する場 (ば)合 (あい)、分 (わ)かりやすいように漢 (かん)字 (じ)にふりがなをふるとともに、抽 (ちゅう)象 (しょう)的 (てき)な言 (こと)葉 (ば)は避 (さ)け、絵 (え)や図 (ず)を使 (つか)って具 (ぐ)体 (たい)的 (てき)に分 (わ)かりやすく工 (く)夫 (ふう)する。

会議 (かいぎ)



・会 (かい)議 (ぎ)の進 (しん)行 (こう)に当 (あ)たり、資 (し)料 (りょう)を見 (み)ながら説 (せつ)明 (めい)を聞 (き)くことが困 (こん)難 (なん)な視 (し)覚 (かく)又 (また)は聴 (ちょう)覚 (かく)に障 (しょう)がいのある委 (い)員 (いん)や知 (ち)的 (てき)障 (しょう)がいのある委 (い)員 (いん)に対 (たい)し、ゆっくり、丁 (てい)寧 (ねい)な進 (しん)行 (こう)を心 (こころ)がけるなどの配 (はい)慮 (りょ)を行 (おこな)う。
・会 (かい)議 (ぎ)の進 (しん)行 (こう)に当 (あ)たり、職 (しょく)員 (いん)等 (とう)が委 (い)員 (いん)の障 (しょう)がいの特 (とく)性 (せい)に合 (あ)ったサポートを行 (おこな)う等 (など)、可 (か)能 (のう)な範 (はん)囲 (い)での配 (はい)慮 (りょ)を行 (おこな)う。
・非 (ひ)公 (こう)表 (ひょう)又 (また)は未 (み)公 (こう)表 (ひょう)情 (じょう)報 (ほう)を扱 (あつか)う会 (かい)議 (ぎ)等 (とう)において、情 (じょう)報 (ほう)管 (かん)理 (り)に係 (かかわ)る担 (たん)保 (ぽ)が得 (え)られることを前 (ぜん)提 (てい)に、障 (しょう)がいのある委 (い)員 (いん)の理 (り)解 (かい)を援 (えん)助 (じょ)する者 (もの)の同 (どう)席 (せき)を認 (みと)める。
・庁 (ちょう)舎 (しゃ)の敷 (しき)地 (ち)内 (ない)の駐 (ちゅう)車 (しゃ)場 (じょう)等 (とう)において、障 (しょう)がいのある人 (ひと)の来 (らい)庁 (ちょう)が多 (た)数 (すう)見 (み)込 (こ)まれる場 (ば)合 (あい)、通 (つう)常 (じょう)、障 (しょう)がい者 (しゃ)専 (せん)用 (よう)とされていない区 (く)画 (かく)を障 (しょう)がい者 (しゃ)専 (せん)用 (よう)の区 (く)画 (かく)に変 (へん)更 (こう)する。
・車 (しゃ)両 (りょう)乗 (じょう)降 (こう)場 (ば)所 (しょ)を施 (し)設 (せつ)出 (で)入 (いり)口 (ぐち)に近 (ちか)い場 (ば)所 (しょ)へ変 (へん)更 (こう)する。
・聴 (ちょう)覚 (かく)障 (しょう)がいのある人 (ひと)に、スクリーン、手 (しゅ)話 (わ)通 (つう)訳 (やく)者 (しゃ)、板 (ばん)書 (しょ)等 (など)がよく見 (み)えるように、スクリーン等 (とう)に近 (ちか)い席 (せき)を確 (かく)保 (ほ)する。
・視 (し)覚 (かく)障 (しょう)がいのある委 (い)員 (いん)に会 (かい)議 (ぎ)資 (し)料 (りょう)等 (など)を事前送付する際は、読 (よ)み上 (あ)げソフトに対 (たい)応 (おう)できるよう電 (でん)子 (し)データ（テキスト形 (けい)式 (しき)）で提 (てい)供 (きょう)する。

講 (こう)演 (えん)会 (かい)等 (など)のイベント開 (かい)催 (さい)



・参 (さん)加 (か)申 (もうし)込 (こみ)書 (しょ)には、車 (くるま)いす使 (し)用 (よう)者 (しゃ)用 (よう)駐 (ちゅう)車 (しゃ)区 (く)画 (かく)の確 (かく)保 (ほ)や手 (しゅ)話 (わ)通 (つう)訳 (やく)等 (など)の必 (ひつ)要 (よう)な配 (はい)慮 (りょ)を申 (もう)し出 (で)てもらう記 (き)載 (さい)欄 (らん)を設 (もう)ける。
・スロープ、エレベーターや障 (しょう)がい者 (しゃ)用 (よう)トイレがある会 (かい)場 (じょう)で開 (かい)催 (さい)する。
・車 (くるま)いす使 (し)用 (よう)者 (しゃ)用 (よう)駐 (ちゅう)車 (しゃ)区 (く)画 (かく)が入 (いり)口 (ぐち)近 (ちか)くにある会 (かい)場 (じょう)で開 (かい)催 (さい)する。
・一般 (いっぱん)村民 (そんみん)を対象 (たいしょう)とし、聴覚障 (ちょうかくしょう)がい者 (しゃ)の参加 (さんか)が予想 (よそう)される村 (むら)主催 (しゅさい)行事 (ぎょうじ)等 (など)には、手 (しゅ)話 (わ)通 (つう)訳 (やく)者 (しゃ)若 (も)しくは要 (よう)約 (やく)筆 (ひっ)記 (き)者 (しゃ)を可 (か)能 (のう)な限 (かぎ)り配 (はい)置 (ち)する。
・資 (し)料 (りょう)を配 (くば)る場 (ば)合 (あい)は、要 (よう)望 (ぼう)に応 (おう)じてテキストデータを送 (おく)ったり、点 (てん)字 (じ)資 (し)料 (りょう)を用 (よう)意 (い)する。

庁舎 (ちょうしゃ)管理 (かんり)



・施 (し)設 (せつ)整 (せい)備 (び)に係 (かかわ)る合 (ごう)理 (り)的 (てき)配 (はい)慮 (りょ)について、即時 (そくじ)の対応 (たいおう)が困難 (こんなん)な場合 (ばあい)は、今 (こん)後 (ご)の改 (かい)修 (しゅう)工 (こう)事 (じ)の際 (さい)に考 (こう)慮 (りょ)するなど検 (けん)討 (とう)していく。
・車 (くるま)いすを使 (し)用 (よう)する人 (ひと)など歩 (ほ)行 (こう)が困 (こん)難 (なん)な人 (ひと)のための幅 (はば)広 (びろ)（幅 (ふく)員 (いん)3.5ｍ以 (い)上 (じょう)）の駐 (ちゅう)車 (しゃ)区 (く)画 (かく)を、建 (たて)物 (もの)の出 (で)入 (いり)口 (ぐち)やスロープからできるだけ近 (ちか)い場 (ば)所 (しょ)に用 (よう)意 (い)する。
・車 (くるま)いすを使 (し)用 (よう)する人 (ひと)が利 (り)用 (よう)しやすい受 (うけ)付 (つけ)カウンター等 (とう)や通 (つう)行 (こう)に支 (し)障 (しょう)のないスペースを確 (かく)保 (ほ)する。
・建 (たて)物 (もの)に入 (はい)るに当 (あ)たり、車 (くるま)いすを使 (し)用 (よう)する人 (ひと)から配 (はい)慮 (りょ)を求 (もと)められた場 (ば)合 (あい)、スロープの設 (せっ)置 (ち)場 (ば)所 (しょ)まで案 (あん)内 (ない)する。又 (また)は建 (たて)物 (もの)入 (いり)口 (ぐち)の段 (だん)差 (さ)を解 (かい)消 (しょう)する携 (けい)帯 (たい)スロープを設 (せっ)置 (ち)する。
代 (だい)替 (たい)措 (そ)置 (ち)の例 (れい)：携 (けい)帯 (たい)スロープを用 (よう)意 (い)できない場 (ば)合 (あい)、人 (じん)力 (りき)で持 (も)ち上 (あ)げる。	
緊急 (きんきゅう)時 (じ)の対応 (たいおう)



・災 (さい)害 (がい)や事 (じ)故 (こ)が発 (はっ)生 (せい)した際 (さい)、館 (かん)内 (ない)放 (ほう)送 (そう)で避 (ひ)難 (なん)情 (じょう)報 (ほう)等 (など)の緊 (きん)急 (きゅう)情 (じょう)報 (ほう)を聞 (き)くことが難 (むずか)しい聴 (ちょう)覚 (かく)障 (しょう)がいのある人 (ひと)に対 (たい)し、手 (て)書 (が)きのボード等 (など)を用 (もち)いて、分 (わ)かりやすく案 (あん)内 (ない)し誘 (ゆう)導 (どう)を図 (はか)る。


	





第 (だい)３　理 (り)解 (かい)の促 (そく)進 (しん)のための研 (けん)修 (しゅう)
職 (しょく)員 (いん)一 (ひと)人 (り)ひとりが障 (しょう)がいのある人 (ひと)に対 (たい)して適 (てき)切 (せつ)に対 (たい)応 (おう)し、また、障 (しょう)がいのある人 (ひと)及 (およ)びその家 (か)族 (ぞく)その他 (た)の関 (かん)係 (けい)者 (しゃ)からの相 (そう)談 (だん)等 (とう)に的 (てき)確 (かく)に対 (たい)応 (おう)するためには、法 (ほう)の趣 (しゅ)旨 (し)、社 (しゃ)会 (かい)的 (てき)障 (しょう)壁 (へき)の除 (じょ)去 (きょ)の必 (ひつ)要 (よう)性 (せい)、障 (しょう)がいやその状 (じょう)態 (たい)に応 (おう)じた配 (はい)慮 (りょ)等 (とう)に関 (かん)する理 (り)解 (かい)を深 (ふか)めることが必 (ひつ)要 (よう)である。
そのため、職 (しょく)員 (いん)は差 (さ)別 (べつ)を解 (かい)消 (しょう)するための基 (き)本 (ほん)的 (てき)な考 (かんが)え方 (かた)に関 (かん)する職 (しょく)員 (いん)研 (けん)修 (しゅう)等 (とう)により理 (り)解 (かい)を深 (ふか)めると共 (とも)に、「信 (しん)州 (しゅう)あいサポート運 (うん)動 (どう)」（注 (ちゅう)６）のあいサポーター研 (けん)修 (しゅう)や障 (しょう)がいの理 (り)解 (かい)に資 (し)する講 (こう)演 (えん)会 (かい)、公 (こう)民 (みん)館 (かん)の人 (じん)権 (けん)講 (こう)座 (ざ)、障 (しょう)がいのある人 (ひと)と接 (せっ)することができるイベント等 (など)に積 (せっ)極 (きょく)的 (てき)に参 (さん)加 (か)するよう努 (つと)める。

第 (だい)４　障 (しょう)がいを理由 (りゆう)とする差別 (さべつ)に関 (かん)する相 (そうだん)談体 (たいせい)制の整備 (せいび)
障 (しょう)がいを理由 (りゆう)とする差別 (さべつ)に関 (かん)する障 (しょう)がいのある人 (ひと)及 (およ)びその家 (か)族 (ぞく)その他 (た)関 (かん)係 (けい)者 (しゃ)からの相談 (そうだん)等 (とう)に対 (たい)し適 (てき)切 (せつ)に対 (たい)応 (おう)するため、次 (つぎ)のとおり体 (たい)制 (せい)を整 (せい)備 (び)する。
・障 (しょう)がい者 (しゃ)差 (さ)別 (べつ)解 (かい)消 (しょう)に関 (かん)する相 (そう)談 (だん)窓 (まど)口 (ぐち)を健 (けん)康 (こう)福 (ふく)祉 (し)課 (か)に設 (せっ)置 (ち)する。
・職 (しょく)員 (いん)は、障 (しょう)がいのある人 (ひと)の性 (せい)別 (べつ)、年 (ねん)齢 (れい)、状 (じょう)態 (たい)等 (とう)に配 (はい)慮 (りょ)する。相 (そう)談 (だん)は、対 (たい)面 (めん)、電 (でん)話 (わ)、ファックス、電 (でん)子 (し)メールのほか、障 (しょう)がいのある人 (ひと)が他者 (たしゃ)とコミュニケーションを図 (はか)る際 (さい)に必 (ひつ)要 (よう)となる多 (た)様 (よう)な手 (しゅ)段 (だん)を可 (か)能 (のう)な範 (はん)囲 (い)で用 (よう)意 (い)して、丁 (てい)寧 (ねい)に相 (そう)談 (だん)に応 (おう)じる。
・職員 (しょくいん)は、相談者 (そうだんしゃ)のプライバシーに配慮 (はいりょ)しつつ情報 (じょうほう)を共有 (きょうゆう)し、組織 (そしき)で対応 (たいおう)する。
・健康 (けんこう)福祉課 (ふくしか)は、職員 (しょくいん)が適切 (てきせつ)に対応 (たいおう)できるようにするため、各 (かく)課 (か)からの相 (そう)談 (だん)に応 (おう)じるとともに、必 (ひつ)要 (よう)に応 (おう)じて、各 (かく)課 (か)と相 (そう)談 (だん)者 (しゃ)の調 (ちょう)整 (せい)を行 (おこな)う。

第 (だい)５　障 (しょう)がいのある人 (ひと)の立 (たち)場 (ば)に立 (た)った施 (し)策 (さく)の推 (すい)進 (しん)
職 (しょく)員 (いん)は、常 (つね)に障 (しょう)がいのある人 (ひと)の立 (たち)場 (ば)に立 (た)ち、障 (しょう)がいの有 (う)無 (む)によって分 (わ)け隔 (へだ)てられることなく、相 (そう)互 (ご)の人 (じん)格 (かく)と個 (こ)性 (せい)を尊 (そん)重 (ちょう)し合 (あ)いながら共 (きょう)生 (せい)する社 (しゃ)会 (かい)の実 (じつ)現 (げん)に向 (む)け施 (し)策 (さく)推 (すい)進 (しん)に取 (と)り組 (く)むものとする。

　附 (ふ)　則 (そく)
１　この要 (よう)領 (りょう)は、平 (へい)成 (せい)28年 (ねん)４月 (がつ)１日から施 (し)行 (こう)する。
２　この要 (よう)領 (りょう)は、国 (くに)が法 (ほう)に基 (もと)づき策 (さく)定 (てい)する差 (さ)別 (べつ)解 (かい)消 (しょう)の推 (すい)進 (しん)に関 (かん)する基 (き)本 (ほん)方 (ほう)針 (しん)や障 (しょう)がいを理 (り)由 (ゆう)とした差 (さ)別 (べつ)に関 (かん)する相 (そう)談 (だん)事 (じ)例 (れい)等 (など)を踏 (ふ)まえ、必 (ひつ)要 (よう)があると認 (みと)めるときは、所 (しょ)要 (よう)の見 (み)直 (なお)しを行 (おこな)うこととする。




注 (ちゅう)６　「信 (しん)州 (しゅう)あいサポート運 (うん)動 (どう)」とは、誰 (だれ)もが、多 (た)様 (よう)な障 (しょう)がいの特 (とく)性 (せい)、障 (しょう)がいのある人 (ひと)への必要 (ひつよう)な配慮 (はいりょ)、障 (しょう)がいの有 (う)無 (む)にかかわらず共 (とも)に生 (い)きる社 (しゃ)会 (かい)のあり方 (かた)などを理 (り)解 (かい)して、障 (しょう)がいのある人 (ひと)に対 (たい)してちょっとした手 (て)助 (だす)けや配 (はい)慮 (りょ)を実 (じっ)践 (せん)することにより、障 (しょう)がいのある人 (ひと)が暮 (く)らしやすい地 (ち)域 (いき)社 (しゃ)会 (かい)（共 (きょう)生 (せい)社 (しゃ)会 (かい)）を村 (そん)民 (みん)の皆 (みな)様 (さま)と一 (いっ)緒 (しょ)につくっていく運 (うん)動 (どう)。



資料編 (しりょうへん)
○ Ｐ９…差 (さ)別 (べつ)解 (かい)消 (しょう)に向 (む)けた流 (なが)れ
○ Ｐ10…障 (しょう)がい別 (べつ)の主 (しゅ)な特性 (とくせい)と配慮 (はいりょ)の例 (れい)
○ Ｐ16…障 (しょう)がいのある人 (ひと)への配 (はい)慮 (りょ)のチェックリスト
○ Ｐ20…障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)基 (き)本 (ほん)法 (ほう)（昭 (しょう)和 (わ)45年 (ねん)法 (ほう)律 (りつ)第 (だい)84号 (ごう)）（抜 (ばっ)粋 (すい)）
○ Ｐ20…障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)の解 (かい)消 (しょう)の推 (すい)進 (しん)に関 (かん)する法 (ほう)律 (りつ)（平 (へい)成 (せい)25年 (ねん)法 (ほう)律 (りつ)第 (だい)65号 (ごう)）

差 (さ)別 (べつ)解 (かい)消 (しょう)に向 (む)けた流 (なが)れ



障 (しょう)がいを理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)の解 (かい)消 (しょう)に向 (む)けては、次 (つぎ)のような流 (なが)れの中 (なか)で進 (すす)んできています。
○2007(平 (へい)成 (せい)19)年 (ねん)９月 (がつ)、条 (じょう)約 (やく)に署 (しょ)名 (めい)。
○障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)基 (き)本 (ほん)法 (ほう)、障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)差 (さ)別 (べつ)解 (かい)消 (しょう)法 (ほう)等 (とう)が整 (せい)備 (び)され、2014(平 (へい)成 (せい)26)年 (ねん)１月 (がつ)20日 (にち)に批 (ひ)准 (じゅん)。
○第 (だい)５条 (じょう)「平 (びょう)等 (どう)及 (およ)び無 (む)差 (さ)別 (べつ)」で、差 (さ)別 (べつ)の禁 (きん)止 (し)を規 (き)定 (てい)。
○以 (い)下 (か)の法 (ほう)律 (りつ)の上 (じょう)位 (い)に位 (い)置 (ち)する。

 (
しょう
障
がい
害
しゃ
者
き
基
ほん
本
ほう
法
しょうがいしゃ
障害者
さべつ
差別
かいしょうほう
解消法
しょうがいしゃ
障害者
けんり
権利
じょうやく
条約
)





○2011(平 (へい)成 (せい)23)年 (ねん)７月 (がつ)改 (かい)正 (せい)。
○障 (しょう)がい者 (しゃ)施 (し)策 (さく)の理 (り)念 (ねん)を示 (しめ)す。
○第 (だい)４条 (じょう)「差 (さ)別 (べつ)の禁 (きん)止 (し)」で、障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とした差 (さ)別 (べつ)の禁止 (きんし)、社会的 (しゃかいてき)障壁 (しょうへき)の除去 (じょきょ)のための合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)について規定 (きてい)。





○2013(平 (へい)成 (せい)25)年 (ねん)６月 (がつ)成 (せい)立 (りつ)。2016（平 (へい)成 (せい)28）年 (ねん)４月 (がつ)施 (し)行 (こう)。
○障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)基 (き)本 (ほん)法 (ほう)第 (だい)４条 (じょう)「差 (さ)別 (べつ)の禁 (きん)止 (し)」の基 (き)本 (ほん)原 (げん)則 (そく)を具 (ぐ)体 (たい)化 (か)したもの。
○第 (だい)７条 (じょう)に、行 (ぎょう)政 (せい)機 (き)関 (かん)における不 (ふ)当 (とう)な差 (さ)別 (べつ)的 (てき)取 (とり)扱 (あつか)いの禁 (きん)止 (し)、合 (ごう)理 (り)的 (てき)配 (はい)慮 (りょ)の提 (てい)供 (きょう)義 (ぎ)務 (む)を規 (き)定 (てい)。







職員 (しょくいん)対応 (たいおう)要領 (ようりょう)







○障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)差 (さ)別 (べつ)解 (かい)消 (しょう)法 (ほう)第 (だい)10条 (じょう)に規 (き)定 (てい)。

[bookmark: JUMP_SEQ_11]＜障 (しょう)がい別 (べつ)の主 (おも)な特性 (とくせい)と配慮 (はいりょ)の例 (れい)＞

視覚障 (しかくしょう)がい
１　主 (おも)な特性 (とくせい)
ア　何 (なん)らかの原 (げん)因 (いん)によって視 (し)機 (き)能 (のう)に障 (しょう)がいがあることで、全 (まった)く見 (み)えない場 (ば)合 (あい)と見 (み)えづらい場 (ば)合 (あい)とがあります。
イ　見 (み)えづらい場 (ば)合 (あい)の中 (なか)には、細 (さい)部 (ぶ)がよくわからない、光 (ひかり)がまぶしい、暗 (くら)いところで見 (み)えにくい、見 (み)える範 (はん)囲 (い)が狭 (せま)い、特 (とく)定 (てい)の色 (いろ)がわかりにくいなどの症 (しょう)状 (じょう)があります。
２　配慮 (はいりょ)の例 (れい)
　　ア　突然体 (とつぜんからだ)にふれず、前方 (ぜんぽう)から声 (こえ)をかけましょう
イ　「あちら、こちら」などの指 (し)示 (じ)語 (ご)を使 (つか)わず、「30センチ右 (みぎ)」「時 (と)計 (けい)で３時 (じ)の方 (ほう)向 (こう)」など具体的 (ぐたいてき)に説明 (せつめい)しましょう。
聴覚 (ちょうかく)・言語障 (げんごしょう)がい
１　主 (おも)な特 (とく)性 (せい)
　　ア　聴覚障 (ちょうかくしょう)がい者 (しゃ)には、音 (おと)などがほとんど聞 (き)こえない人 (ひと)や聞 (き)こえにくい難 (なん)聴 (ちょう)の人 (ひと)がいます。また、事 (じ)故 (こ)や病 (びょう)気 (き)で聞 (き)こえなくなった中 (ちゅう)途 (と)失 (しっ)聴 (ちょう)の人 (ひと)がいます。
　　イ　言 (げん)語 (ご)障 (しょう)がいは大 (おお)きく二 (ふた)つに分 (わ)けられます。一 (ひと)つは失 (しつ)語 (ご)症 (しょう)や言 (げん)語 (ご)発 (はっ)達 (たつ)障 (しょう)がいなど、言 (こと)葉 (ば)を理 (り)解 (かい)することや適 (てき)切 (せつ)な表 (ひょう)現 (げん)が困 (こん)難 (なん)な言 (げん)語 (ご)機 (き)能 (のう)の障 (しょう)がいと、もう一 (ひと)つは口 (こう)腔 (くう)器 (き)官 (かん)の障 (しょう)がいや吃 (きつ)音 (おん)など、聴 (き)き取 (と)りの能 (のう)力 (りょく)や理 (り)解 (かい)力 (りょく)には支 (し)障 (しょう)がなく、発 (はつ)音 (おん)や発 (はっ)声 (せい)だけがうまくできない音 (おん)声 (せい)機 (き)能 (のう)の障 (しょう)がいがあります。
２　配 (はい)慮 (りょ)の例 (れい)
ア　会 (かい)話 (わ)の方 (ほう)法 (ほう)が適 (てき)切 (せつ)でないと、話 (はなし)を伝 (つた)えることができない場 (ば)合 (あい)がありますので、会 (かい)話 (わ)方 (ほう)法 (ほう)（例 (れい)：筆 (ひつ)談 (だん)、口 (こう)話 (わ)、手 (しゅ)話 (わ)、代 (だい)用 (よう)発 (はっ)声 (せい)、手 (しゅ)話 (わ)通 (つう)訳 (やく)、要 (よう)約 (やく)筆 (ひっ)記 (き)）を確認 (かくにん)しましょう。
イ　音 (おん)声 (せい)や音 (おと)が伝 (つた)わりにくいのでパソコン、メール、ファクシミリ、掲示板 (けいじばん)、パネル、メモ帳 (ちょう)など視 (し)覚 (かく)を通 (つう)じた伝 (でん)達 (たつ)方 (ほう)法 (ほう)を考 (かんが)えましょう。
ウ　特 (とく)に言 (げん)語 (ご)障 (しょう)がいのある人 (ひと)への応 (おう)対 (たい)は、一 (ひと)つひとつの言 (こと)葉 (ば)を聞 (き)くことが大 (たい)切 (せつ)です。わかったふりをせず、きちんと内容 (ないよう)を確認 (かくにん)しましょう。
盲 (もう)ろう
１　主 (おも)な特性 (とくせい)
ア　視 (し)覚 (かく)と聴 (ちょう)覚 (かく)の両 (りょう)方 (ほう)に障 (しょう)がいがあることを「盲 (もう)ろう」といいます。
盲 (もう)ろうは、大 (おお)きく分 (わ)けて、次 (つぎ)の4 つのタイプがあります。
イ　全 (ぜん)盲 (もう)ろう　全 (まった)く見 (み)えず、全 (まった)く聞 (き)こえない状 (じょう)態 (たい)
ウ　盲 (もう)難 (なん)聴 (ちょう)　　全 (まった)く見 (み)えず、少 (すこ)し聞 (き)こえる状 (じょう)態 (たい)
エ　弱 (じゃく)視 (し)ろう　少 (すこ)し見 (み)えて、全 (まった)く聞 (き)こえない状 (じょう)態 (たい)
オ　弱 (じゃく)視 (し)難 (なん)聴 (ちょう)　少 (すこ)し見 (み)えて、少 (すこ)し聞 (き)こえる状 (じょう)態 (たい)
２　配慮 (はいりょ)の例 (れい)
ア　家 (か)族 (ぞく)や支 (し)援 (えん)者 (しゃ)が、手 (て)のひらに文 (も)字 (じ)を書 (か)いたり、触手話 (しょくしゅはなし)など、それぞれにあったコミュニケーション方 (ほう)法 (ほう)を生 (う)み出 (だ)す努 (ど)力 (りょく)と工 (く)夫 (ふう)をしています。
イ　話 (はな)しかける際 (さい)には、まず肩 (かた)にそっと手 (て)を触 (ふ)れて話 (はな)しかけましょう。聴 (ちょう)力 (りょく)が使 (つか)える人 (ひと)もいます。

肢体 (したい)不自由 (ふじゆう)
１　主 (おも)な特性 (とくせい)
ア　事 (じ)故 (こ)などによる手 (て)足 (あし)の損 (そん)傷 (しょう)あるいは腰 (こし)や首 (くび)、脳 (のう)の血 (けっ)管 (かん)などに損 (そん)傷 (しょう)を受 (う)けたり、先 (せん)天 (てん)性 (せい)の疾 (しっ)患 (かん)などによって生 (しょう)じる上 (じょう)肢 (し)・下 (か)肢 (し)にあるマヒや欠 (けっ)損 (そん)などにより、歩 (ある)くことや物 (もの)の持 (も)ち運 (はこ)びなど日 (にち)常 (じょう)の動 (どう)作 (さ)や姿 (し)勢 (せい)の維 (い)持 (じ)が不 (ふ)自 (じ)由 (ゆう)になります。
イ　病 (びょう)気 (き)や事 (じ)故 (こ)で脳 (のう)に損 (そん)傷 (しょう)を受 (う)けた場 (ば)合 (あい)には、言 (こと)葉 (ば)の不 (ふ)自 (じ)由 (ゆう)さ (さ)や記 (き)憶 (おく)力 (りょく)の低 (てい)下 (か)などを伴 (ともな)うこともあります。肢 (し)体 (たい)不 (ふ)自 (じ)由 (ゆう)の中 (なか)でも脳 (のう)性 (せい)マヒ・脊 (せき)髄 (ずい)損 (そん)傷 (しょう)・筋 (きん)ジストロフィーなどで全 (ぜん)身 (しん)に障 (しょう)がいがおよぶものを全 (ぜん)身 (しん)性 (せい)障 (しょう)がいといいます。
２　配慮 (はいりょ)の例 (れい)
ア　困 (こま)っていそうなときは、さりげなく声 (こえ)をかけ、どんな手 (て)助 (だす)けが必 (ひつ)要 (よう)か気 (き)軽 (がる)にたずねましょう。
イ　言 (こと)葉 (ば)がうまく話 (はな)せない人 (ひと)に対 (たい)して、子 (こ)どもに対 (たい)するような接 (せっ)し方 (かた)をしないようにしましょう。
ウ　聞 (き)き取 (と)りにくいときは、わかったふりをせず、きちんと内 (ない)容 (よう)を確 (かく)認 (にん)しましょう。

内部障 (ないぶしょう)がい
１　主 (おも)な特性 (とくせい)
ア　外 (がい)見 (けん)からわかりにくく、周 (まわ)りから理 (り)解 (かい)されにくいため、電 (でん)車 (しゃ)やバスの優 (ゆう)先 (せん)席 (せき)に座 (すわ)りにくいなど、心 (しん)理 (り)的 (てき)ストレスを受 (う)けやすい状 (じょう)況 (きょう)にあります。
イ　障 (しょう)がいのある臓 (ぞう)器 (き)だけでなく、全 (ぜん)身 (しん)状 (じょう)態 (たい)が低 (てい)下 (か)しているため、体 (たい)力 (りょく)が低 (てい)下 (か)し、疲 (つか)れやすいです。重 (おも)い荷 (に)物 (もつ)を持 (も)ったり、長 (ちょう)時 (じ)間 (かん)立 (た)っているなどの身 (しん)体 (たい)的 (てき)負 (ふ)担 (たん)を伴 (ともな)う行 (こう)動 (どう)が制 (せい)限 (げん)されます。
ウ　肝 (かん)臓 (ぞう)機 (き)能 (のう)障 (しょう)がいの方 (ほう)はこういったことが、顕 (けん)著 (ちょ)にあらわれます。集 (しゅう)中 (ちゅう)力 (りょく)や根 (こん)気 (き)が続 (つづ)かず、トラブルになる場 (ば)合 (あい)もあります。
２　配慮 (はいりょ)の例 (れい)
ア　障 (しょう)がいの種類 (しゅるい)や程度 (ていど)は様々 (さまざま)です。外見 (がいけん)からはわかりにくく、周 (まわ)りから理 (り)解 (かい)されず苦 (くる)しんでいる人 (ひと)がいることを理 (り)解 (かい)しましょう。


重症 (じゅうしょう)心 (しん)身障 (しんしょう)がい
１　主 (おも)な特性 (とくせい)
ア　重度 (じゅうど)の身体障 (しんたいしょう)がいと重度 (じゅうど)の知的 (ちてき)障 (しょう)がいなどが重 (じゅう)複 (ふく)している最 (もっと)も重 (おも)い障 (しょう)がいです。
イ　自 (じ)分 (ぶん)で日 (にち)常 (じょう)生 (せい)活 (かつ)をおくることは困 (こん)難 (なん)であり、自 (じ)宅 (たく)で介 (かい)護 (ご)を受 (う)けたり、専門 (せんもん)施設 (しせつ)などに入所 (にゅうしょ)したりして生活 (せいかつ)しています。口 (くち)の動 (うご)きや目 (め)の訴 (うった)えで意 (い)思 (し)を伝 (つた)えますが、常 (じょう)時 (じ)介 (かい)護 (ご)している方 (かた)でないと理 (り)解 (かい)しにくいです。
２　配慮 (はいりょ)の例 (れい)
ア　車 (くるま)いすやストレッチャーでの移 (い)動 (どう)時 (じ)に人 (ひと)手 (で)がいりそうなときには、介護 (かいご)している方 (ほう)に声 (こえ)をかけてみましょう。
イ　体 (たい)温 (おん)調 (ちょう)整 (せい)がうまくできないことも多 (おお)いので、急 (きゅう)な温 (おん)度 (ど)変 (へん)化 (か)を避 (さ)ける配 (はい)慮 (りょ)をしましょう。

知的 (ちてき)障 (しょう)がい
１　主 (おも)な特性 (とくせい)
ア　発達期 (はったつき)になんらかの原因 (げんいん)で知的 (ちてき)な能力 (のうりょく)が年齢 (ねんれい)相応 (そうおう)に発 (はっ)達 (たつ)していない状 (じょう)態 (たい)であること及 (およ)び社 (しゃ)会 (かい)生 (せい)活 (かつ)への適 (てき)応 (おう)に困 (こん)難 (なん)があることをいいます。
イ　主 (おも)な特 (とく)徴 (ちょう)は、「ことばを使 (つか)う」「記 (き)憶 (おく)する」「抽 (ちゅう)象 (しょう)的 (てき)なことを考 (かんが)える」などに少 (すこ)し時 (じ)間 (かん)がかかります。
ウ　また、仕 (し)事 (ごと)の手 (て)順 (じゅん)をすぐ覚 (おぼ)えることや、人 (ひと)とのやりとりにすばやく対 (たい)応 (おう)することが困 (こん)難 (なん)な場 (ば)合 (あい)があります。しかし、周 (しゅう)囲 (い)の理 (り)解 (かい)や支 (し)援 (えん)によって、一 (いっ)歩 (ぽ)― (いっ)歩 (ぽ)成 (せい)長 (ちょう)していける可 (か)能 (のう)性 (せい)を持 (も)っています。
２　配慮 (はいりょ)の例 (れい)
ア　「一 (いっ)方 (ぽう)的 (てき)に話 (はな)す」「ひとり言 (ごと)を言 (い)う」「同 (おな)じ言 (こと)葉 (ば)を繰 (く)り返 (かえ)す」などコミュニケーションがうまくとれません。そのような時 (とき)は、内 (ない)容 (よう)が理 (り)解 (かい)できるように、ゆっくり簡 (かん)単 (たん)な言 (こと)葉 (ば)で話 (はな)しかけましょう。
イ　「赤 (あか)信 (しん)号 (ごう)でも渡 (わた)る」「 車 (くるま)が来 (き)ても避 (さ)けない」「 遮 (しゃ)断 (だん)機 (き)が下 (お)りても線 (せん)路 (ろ)に入 (はい)る」など危 (き)険 (けん)がわからない、助 (たす)けを求 (もと)めることができない場 (ば)合 (あい)があります。そのような時 (とき)は、やさしく声 (こえ)をかけ危 (き)険 (けん)であることを知 (し)らせましょう。

発達障 (はったつしょう)がい
１　主 (おも)な特性 (とくせい)
ア　原 (げん)因 (いん)はまだよくわかっていませんが、脳 (のう)機 (き)能 (のう)の偏 (かたよ)りによるもので、どんな能 (のう)力 (りょく)に障 (しょう)がいがあるか、どの程 (てい)度 (ど)なのかは人 (ひと)によって様 (さま)々 (ざま)です。周 (まわ)りから理 (り)解 (かい)されにくい障 (しょう)がいですが、早 (はや)い時 (じ)期 (き)から理 (り)解 (かい)が得 (え)られ、適 (てき)切 (せつ)な支 (し)援 (えん)や環 (かん)境 (きょう)調 (ちょう)整 (せい)が行 (おこな)われることが大 (たい)切 (せつ)です。
２　配慮 (はいりょ)の例 (れい)
ア　わかりやすく見 (み)通 (とお)しを示 (しめ)すことで、やることが理 (り)解 (かい)できたり、初 (はじ)めてのことに取 (と)り組 (く)むときの不 (ふ)安 (あん)が少 (すく)なくなったりします。
イ　話 (はな)し言 (こと)葉 (ば)だけではなく、目 (め)で見 (み)てわかるように伝 (つた)えることが大 (おお)きな助 (たす)けになることがあります。
ウ　障 (しょう)がいがあるため困難 (こんなん)なことを「なぜできないのか」「怠 (なま)けているのではないか」と見 (み)られるのはつらいことです。
「どうすればできるのか」「どうすれば補 (おぎな)えるのか」という視 (し)点 (てん)で考 (かんが)えて具 (ぐ)体 (たい)的 (てき)な工 (く)夫 (ふう)しましょう。

精神障 (せいしんしょう)がい
１　主 (おも)な特性 (とくせい)
　　ア　統合 (とうごう)失調症 (しっちょうしょう)や気分障 (きぶんしょう)がい（うつ病 (びょう)や双極性 (そうきょくせい)障 (しょう)がい）などの精 (せい)神 (しん)障 (しょう)がい（精 (せい)神 (しん)疾 (しっ)患 (かん)）では、幻 (げん)覚 (かく)や妄 (もう)想 (そう)、不 (ふ)安 (あん)やイライラ感 (かん)、憂 (ゆう)うつ感 (かん)、疲 (つか)れやすさ、不 (ふ)眠 (みん)等 (など)が認 (みと)められます。
イ　これらの症 (しょう)状 (じょう)は、薬 (くすり)を服 (ふく)用 (よう)することや環 (かん)境 (きょう)を調 (ちょう)整 (せい)することにより軽 (けい)快 (かい)していき、社 (しゃ)会 (かい)生 (せい)活 (かつ)を送 (おく)れるように回 (かい)復 (ふく)していきます。
２　配慮 (はいりょ)の例 (れい)
ア　無 (む)理 (り)な励 (はげ)ましは、本 (ほん)人 (にん)の過 (か)剰 (じょう)なストレスとなることがあります。
イ　本 (ほん)人 (にん)の悩 (なや)みを良 (よ)く聴 (き)き、ストレスを軽 (けい)減 (げん)することも大 (たい)切 (せつ)です。
ウ　職 (しょく)場 (ば)でも、本 (ほん)人 (にん)のペースに合 (あ)わせた働 (はたら)き方 (かた)ができるよう工 (く)夫 (ふう)してください。
エ　通院 (つういん)、服薬 (ふくやく)がしやすいよう、周囲 (しゅうい)のサポートが必要 (ひつよう)です。

依存症 (いぞんしょう)
１　主 (おも)な特性 (とくせい)
ア　依 (い)存 (ぞん)症 (しょう)は、ある物 (ぶっ)質 (しつ)やプロセスに対 (たい)して強 (つよ)い渇 (かつ)望 (ぼう)が生 (しょう)じ、日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)に支障 (ししょう)をきたすほど依存 (いぞん)しているにもかかわらず、その依存 (いぞん)行動 (こうどう)をやめたくてもやめられない状態 (じょうたい)をいいます。
イ　アルコール・薬物 (やくぶつ)などの物質 (ぶっしつ)に依存 (いぞん)する「物質 (ぶっしつ)依存 (いぞん)」のほか、ギャンブルなどに依存 (いぞん)する「プロセス依 (い)存 (ぞん)」があります。いずれの場 (ば)合 (あい)も、精 (せい)神 (しん)面 (めん)、社 (しゃ)会 (かい)面 (めん)に影 (えい)響 (きょう)が及びますが、物質 (ぶっしつ)依存 (いぞん)の場合 (ばあい)は、身 (しん)体面 (たいめん)にもダメージをもたらします。
２　配慮 (はいりょ)の例 (れい)
ア　依存症 (いぞんしょう)は、早期 (そうき)に治療 (ちりょう)や対応 (たいおう)をすれば、それだけ回復 (かいふく)につながりやすい病 (びょう)気 (き)です。依 (い)存 (ぞん)症 (しょう)が疑 (うたが)われるサインを見 (み)逃 (のが)さず、本 (ほん)人 (にん)が病 (びょう)気 (き)を認 (みと)めたがらない場 (ば)合 (あい)は、まず家 (か)族 (ぞく)や周 (しゅう)囲 (い)の人 (ひと)が相 (そう)談 (だん)機 (き)関 (かん)に行 (い)き、本 (ほん)人 (にん)を支 (し)援 (えん)に繋 (つな)げることが大 (たい)切 (せつ)です。
イ　病 (びょう)院 (いん)や行 (ぎょう)政 (せい)等 (とう)の相 (そう)談 (だん)機 (き)関 (かん)では、家 (か)族 (ぞく)の個 (こ)別 (べつ)相 (そう)談 (だん)に対 (たい)応 (おう)している他 (ほか)、学習 (がくしゅう)と家族 (かぞく)同士 (どうし)の体験 (たいけん)共有 (きょうゆう)のためのグループ活動 (かつどう)を実施 (じっし)しているところもあります。




てんかん
１　主 (おも)な特性 (とくせい)
ア　脳 (のう)の神経 (しんけい)の一部 (いちぶ)が活発 (かっぱつ)に活動 (かつどう)しすぎるために、「てんかん発 (ほっ)作 (さ)」が繰 (く)り返 (かえ)しおきる病 (びょう)気 (き)です。身体 (しんたい)の一部 (いちぶ)あるいは全身 (ぜんしん)がけいれんしたり、また意 (い)識 (しき)だけが失 (うしな)われるなど症 (しょう)状 (じょう)は様 (さま)々 (ざま)です。
イ　遺 (い)伝 (でん)病 (びょう)ではなく、どの年 (ねん)代 (だい)でも見 (み)られる身 (み)近 (ぢか)な病 (びょう)気 (き)で、薬 (くすり)や外科 (げか)治療 (ちりょう)によって発作 (ほっさ)の多 (おお)くはコントロールできます。
２　配慮 (はいりょ)の例 (れい)
ア　発 (ほっ)作 (さ)が起 (お)こったら、まず、あわてずに見 (み)守 (まも)りましょう。
イ　まわりの人 (ひと)ができることは、危 (き)険 (けん)を避 (さ)ける、動 (どう)作 (さ)に自 (し)然 (ぜん)に寄 (よ)り添 (そ)う、発 (ほっ)作 (さ)の様 (よう)子 (す)をくわしく見 (み)ておくなどです。
ウ　やってはいけないことは、口 (くち)にハンカチなどの物 (もの)を入 (い)れる、けいれんを止 (と)めようと体 (からだ)を押 (お)さえる、早 (はや)く意 (い)識 (しき)を戻 (もど)そうとして刺 (し)激 (げき)することなどです。

高次 (こうじ)脳 (のう)機能 (きのう)障害 (しょうがい)
１　主 (おも)な特性 (とくせい)
ア　交 (こう)通 (つう)事 (じ)故 (こ)による脳 (のう)外 (がい)傷 (しょう)や脳 (のう)卒 (そっ)中 (ちゅう)など、脳 (のう)が損 (そん)傷 (しょう)を受 (う)けることによって生 (しょう)じる認 (にん)知 (ち)面 (めん)の様 (さまざま)々な障 (しょう)がいのことをいいます。
イ　記憶力 (きおくりょく)の低下 (ていか)があるタイプ、注 (ちゅう)意力 (いりょく)の低下 (ていか)があるタイプ、遂 (すい)行 (こう)機 (き)能 (のう)の低 (てい)下 (か)があるタイプ、社 (しゃ)会 (かい)的 (てき)行 (こう)動 (どう)障 (しょう)害 (がい)があるタイプなどのタイプがあり、これらの症 (しょう)状 (じょう)は周 (まわ)りから気 (き)付 (づ)きにくく、また、本人 (ほんにん)も気 (き)がついていないことがあります。わかりにくい障 (しょう)がいであり、本 (ほん)人 (にん)の性 (せい)格 (かく)だと誤 (ご)解 (かい)されることも多 (おお)いです。
２　配慮 (はいりょ)の例 (れい)
ア　大 (だい)事 (じ)なことはメモをとるように促 (うなが)したり、伝 (つた)えたいことを簡 (かん)潔 (けつ)に伝 (つた)え、その内 (ない)容 (よう)が理 (り)解 (かい)できているかどうか確認 (かくにん)しましょう。


難病 (なんびょう)
１　主 (おも)な特性 (とくせい)
ア　難病 (なんびょう)は、原因 (げんいん)不明 (ふめい)、治療 (ちりょう)方針 (ほうしん)未確定 (みかくてい)であり、かつ後 (こう)遺 (い)症 (しょう)を残 (のこ)す恐 (おそ)れが少 (すく)なくない疾 (しっ)病 (ぺい)で、経 (けい)過 (か)が慢 (まん)性 (せい)にわたり、単 (たん)に経 (けい)済 (ざい)的 (てき)な問 (もん)題 (だい)のみならず介 (かい)護 (ご)等 (とう)に著 (いちじる)しく人 (ひと)手 (で)を要 (よう)するために家 (か)族 (ぞく)の負 (ふ)担 (たん)が重 (おも)く、また精 (せい)神 (しん)的 (てき)にも負 (ふ)担 (たん)の大 (おお)きい疾 (しっ)病 (ぺい)です。
２　配慮 (はいりょ)の例 (れい)
ア　難 (なん)病 (びょう)は誰 (だれ)がいつ発 (はっ)症 (しょう)するかわからない疾 (しっ)患 (かん)です。病気 (びょうき)の種類 (しゅるい)や症状 (しょうじょう)、程度 (ていど)も様々 (さまざま)です。「難病 (なんびょう)のある人 (ひと)」とレッテルを貼 (は)って誤 (ご)解 (かい)や偏 (へん)見 (けん)を持 (も)たないようにしましょう。
イ　難 (なん)病 (びょう)は完 (かん)全 (ぜん)に病 (びょう)気 (き)が治 (なお)るというものではありませんが、医 (い)学 (がく)の進 (しん)歩 (ぽ)により、多 (おお)くの難 (なん)病 (びょう)は継 (けい)続 (ぞく)的 (てき)に薬 (くすり)を飲 (の)み、通 (つう)院 (いん)し、管 (かん)理 (り)することで安 (あん)定 (てい)した症 (しょう)状 (じょう)を保 (たも)つことができます。その状 (じょう)態 (たい)
を維 (い)持 (じ)するためにも、通 (つう)院 (いん)に対 (たい)する配 (はい)慮 (りょ)が必 (ひつ)要 (よう)です。
ウ　難病 (なんびょう)のある人 (ひと)も、職業 (しょくぎょう)生活 (せいかつ)と疾患 (しっかん)管理 (かんり)の両立 (りょうりつ)を希望 (きぼう)しています。
個 (ここ)々の疾 (しっ)患 (かん)により疾 (しっ)患 (かん)の特 (とく)色 (しょく)や注 (ちゅう)意 (い)する点 (てん)が異 (こと)なりますので、それに応 (おう)じた職 (しょく)場 (ば)環 (かん)境 (きょう)や働 (はたら)き方 (かた)などの配 (はい)慮 (りょ)が必 (ひつ)要 (よう)です。


認知症 (にんちしょう)
１　主 (おも)な特性 (とくせい)
ア　認知症 (にんちしょう)とは、単一 (たんいつ)の病名 (びょうめい)ではなく、種々 (しゅじゅ)の原因 (げんいん)となる疾患 (しっかん)により記憶 (きおく)障害 (しょうがい)など認知 (にんち)
機能 (きのう)が低下 (ていか)し、生活 (せいかつ)に支障 (ししょう)が出 (で)ている状態 (じょうたい)です。
イ　認知 (にんち)機能 (きのう)の障 (しょう)がいの他 (ほか)に、行動 (こうどう)・心理 (しんり)症状 (しょうじょう)（BPSD）と呼 (よ)ばれる症 (しょう)状 (じょう)（徘 (はい)徊 (かい)、不 (ふ)穏 (おん)、興 (こう)奮 (ふん)、幻 (げん)覚 (かく)、妄 (もう)想 (そう)など）があります。
２　配慮 (はいりょ)の例 (れい)
ア　各 (おの)々 (おの)の価 (か)値 (ち)観 (かん)や個 (こ)性 (せい)、想 (おも)い、人 (じん)生 (せい)の歴 (れき)史 (し)等 (など)を持 (も)つ主 (しゅ)体 (たい)として尊 (そん)重 (ちょう)し、できないことではなく、できることに目 (め)を向 (む)けて、本 (ほん)人 (にん)が有 (ゆう)する力 (ちから)を最 (さい)大 (だい)限 (げん)に活 (い)かしながら、地 (ち)域 (いき)社 (しゃ)会 (かい)の中 (なか)で本 (ほん)人 (にん)のなじみの暮 (く)らし方 (かた)やなじみの関係 (かんけい)が継続 (けいぞく)できるよう支援 (しえん)します。
イ　早 (そう)期 (き)に気 (き)付 (づ)いて適 (てき)切 (せつ)に対 (たい)応 (おう)していくことができるよう、小 (ちい)さな異 (い)常 (じょう)を感 (かん)じたときに速 (すみ)やかに適 (てき)切 (せつ)な機 (き)関 (かん)に相 (そう)談 (だん)できるようにしましょう。
ウ　BPSD には何 (なん)らかの意 (い)味 (み)があり、その人 (ひと)からのメッセージとして聴 (き)くことが重 (じゅう)要 (よう)であり、BPSD の要因 (よういん)として、さまざまな身体 (しんたい)症状 (しょうじょう)、孤立 (こりつ)・不安 (ふあん)、不適切 (ふてきせつ)な環境 (かんきょう)・ケア、睡 (すい)眠 (みん)や生 (せい)活 (かつ)リズムの乱 (みだ)れなどにも目 (め)を向 (む)けることが必 (ひつ)要 (よう)です。


（あいサポーター研修 (けんしゅう)テキスト等 (など)から抜粋 (ばっすい)）












＜障 (しょう)がいのある人 (ひと)への配慮 (はいりょ)のチェックリスト＞
１　案 (あん)内 (ない)(入 (いり)口 (ぐち)・受 (うけ)付 (つけ))・誘 (ゆう)導 (どう)
	障 (しょう)がい区分 (くぶん)
	配慮 (はいりょ)の例 (れい)

	共通 (きょうつう)
	配 (はい)架 (か)棚 (だな)の高 (たか)い所 (ところ)に置 (お)かれたパンフレット等 (など)を取 (と)って渡 (わた)していますか。

	
	パンフレット等 (など)の位 (い)置 (ち)を分 (わ)かりやすく伝 (つた)えていますか。

	
	目的 (もくてき)の場所 (ばしょ)までの案内 (あんない)の際 (さい)に、障 (しょう)がいのある人 (ひと)の歩 (ほ)行 (こう)速 (そく)度 (ど)に合 (あ)わせた速 (そく)度 (ど)で歩 (ある)いたり、前 (ぜん)後 (ご)・左 (さ)右 (ゆう)・距 (きょ)離 (り)の位 (い)置 (ち)取 (ど)りについて、障 (しょう)がいのある人 (ひと)の希 (き)望 (ぼう)を聞 (き)いたりしていますか。

	
	庁 (ちょう)舎 (しゃ)の入 (いり)口 (ぐち)や駐 (ちゅう)車 (しゃ)場 (じょう)などで通 (つう)常 (じょう)、口 (こう)頭 (とう)で行 (おこな)う案 (あん)内 (ない)を、メモにして渡 (わた)していますか。




２　相談 (そうだん)・説明 (せつめい)・窓口 (まどぐち)対応 (たいおう)
	障 (しょう)がい区分 (くぶん)
	配慮 (はいりょ)の例 (れい)

	共通 (きょうつう)
	ゆっくり、丁 (てい)寧 (ねい)に、繰 (く)り返 (かえ)し説 (せつ)明 (めい)し、内容 (ないよう)が理解 (りかい)されたことを確認 (かくにん)しながら応対 (おうたい)していますか。

	
	書 (しょ)類 (るい)の記 (き)入 (にゅう)方 (ほう)法 (ほう)等 (など)は本 (ほん)人 (にん)の目 (め)の前 (まえ)で示 (しめ)したり、わかりやすい記述 (きじゅつ)で伝達 (でんたつ)していますか。

	
	ドアの開 (かい)閉 (へい)が困 (こん)難 (なん)な方 (かた)に開 (かい)閉 (へい)を手 (て)伝 (つだ)っていますか。

	
	窓 (まど)口 (ぐち)には、常 (つね)に筆 (ひつ)談 (だん)のできるようメモ用 (よう)紙 (し)等 (とう)を備 (そな)えていますか。

	
	声 (こえ)かけは、介助 (かいじょ)の方 (かた)でなく直接 (ちょくせつ)本人 (ほんにん)にしていますか。

	
	障 (しょう)がいの特 (とく)性 (せい)により、頻 (ひん)繁 (ぱん)に離 (り)席 (せき)の必 (ひつ)要 (よう)がある場 (ば)合 (あい)に、会場 (かいじょう)の座席 (ざせき)位置 (いち)を扉 (とびら)付近 (ふきん)にしていますか。

	
	不 (ふ)随 (ずい)意 (い)運 (うん)動 (どう)等 (とう)により書 (しょ)類 (るい)等 (など)を押 (お)さえることが難 (むずか)しい障 (しょう)がいのある人 (ひと)に対 (たい)し、バインダー等 (など)の固 (こ)定 (てい)器 (き)具 (ぐ)の提 (てい)供 (きょう)や、職員 (しょくいん)による補助 (ほじょ)をしていますか。

	
	意 (い)思 (し)疎 (そ)通 (つう)が不 (ふ)得 (とく)意 (い)な障 (しょう)がいのある人 (ひと)に対 (たい)し、絵 (え)カード等 (など)を活用 (かつよう)して意思 (いし)を確認 (かくにん)していますか。

	
	障 (しょう)がいのある人 (ひと)から配 (はい)慮 (りょ)を求 (もと)められた場 (ば)合 (あい)、筆 (ひつ)談 (だん)、読 (よ)み上 (あ)げ、手 (しゅ)話 (わ)などによるコミュニケーション、分 (わ)かりやすい表 (ひょう)現 (げん)を使 (つか)って説 (せつ)明 (めい)をする等 (など)の意思 (いし)疎通 (そつう)に配慮 (はいりょ)していますか。

	
	本人 (ほんにん)の依頼 (いらい)がある場合 (ばあい)には、代読 (だいどく)や代筆 (だいひつ)といった配慮 (はいりょ)を行っていますか。

	
	比 (ひ)喩 (ゆ)表 (ひょう)現 (げん)等 (など)が苦 (にが)手 (て)な障 (しょう)がいのある人 (ひと)に対 (たい)し、比喩 (ひゆ)や暗喩 (あんゆ)、二重 (にじゅう)否定 (ひてい)表現 (ひょうげん)などを用 (もち)いずに具 (ぐ)体 (たい)的 (てき)に説 (せつ)明 (めい)していますか。

	
	疲 (ひ)労 (ろう)を感 (かん)じやすい障 (しょう)がいのある人 (ひと)から別 (べっ)室 (しつ)での休 (きゅう)憩 (けい)の申 (もう)し出 (で)があり、別 (べっ)室 (しつ)の確 (かく)保 (ほ)が困 (こん)難 (なん)である場 (ば)合 (あい)、障 (しょう)がいのある人 (ひと)に事情 (じじょう)を説明 (せつめい)し、対 (たい)応 (おう)窓 (まど)口 (ぐち)の近 (ちか)くに長 (なが)椅 (い)子 (す)を移 (い)動 (どう)させて臨 (りん)時 (じ)の休 (きゅう)憩 (けい)スペースを設 (もう)けていますか。

	
	他 (た)人 (にん)との接 (せっ)触 (しょく)、多 (た)人 (にん)数 (ずう)の中 (なか)にいることによる緊 (きん)張 (ちょう)等 (とう)により、発作 (ほっさ)等 (など)がある場合 (ばあい)、障 (しょう)がいのある人 (ひと)に説明 (せつめい)のし、状 (じょう)況 (きょう)に応 (おう)じて別 (べっ)室 (しつ)を準 (じゅん)備 (び)していますか。

	
	立 (た)って列 (れつ)に並 (なら)んで順 (じゅん)番 (ばん)を待 (ま)っている場 (ば)合 (あい)に、周 (しゅう)囲 (い)の者 (もの)の理 (り)解 (かい)を得 (え)た上 (うえ)で、この障 (しょう)がいのある人 (ひと)の順 (じゅん)番 (ばん)が来 (く)るまで別 (べっ)室 (しつ)や席 (せき)を用 (よう)意 (い)していますか。

	
	順 (じゅん)番 (ばん)を待 (ま)つことが苦 (にが)手 (て)な障 (しょう)がいのある人 (ひと)に対 (たい)し、周 (しゅう)囲 (い)の者 (もの)の理 (り)解 (かい)を得 (え)た上 (うえ)で、手 (て)続 (つづ)き順 (じゅん)を入 (い)れ替 (か)えていますか。

	聴覚障 (ちょうかくしょう)がい
	手 (しゅ)話 (わ)通 (つう)訳 (やく)が実 (じっ)施 (し)できない場 (ば)合 (あい)に、筆 (ひつ)談 (だん)や身 (み)振 (ぶ)りでの応 (おう)対 (たい)、図 (ず)や表 (ひょう)示 (じ)物 (ぶつ)を使 (し)用 (よう)しての説 (せつ)明 (めい)等 (など)の代 (だい)替 (たい)措 (そ)置 (ち)が可 (か)能 (のう)か検 (けん)討 (とう)していますか。

	肢体 (したい)不自由 (ふじゆう)
	車 (くるま)いすを使用 (しよう)する人 (ひと)には、かがんで目 (め)線 (せん)が合 (あ)う高 (たか)さで話 (はな)していますか。




３　文書 (ぶんしょ)等 (など)の作成 (さくせい)・送付 (そうふ)
　〈必 (ひつ)要 (よう)な配 (はい)慮 (りょ)を提 (てい)供 (きょう)するまでの一 (いっ)般 (ぱん)的 (てき)な流 (なが)れ〉
　①障 (しょう)がいのある人 (ひと)を対象 (たいしょう)として文書 (ぶんしょ)等 (など)を作 (さく)成 (せい)・送 (そう)付 (ふ)する場 (ば)合 (あい)、相 (あい)手 (て)方 (がた)の障 (しょう)がい特 (とく)性 (せい)を確 (かく)認 (にん)
②必要 (ひつよう)な配慮 (はいりょ)の内容 (ないよう)の確認 (かくにん)と配慮 (はいりょ)の方法 (ほうほう)の検討 (けんとう)（代替 (だいたい)措置 (そち)を含 (ふく)む）
③配慮 (はいりょ)の提供 (ていきょう)
　配慮 (はいりょ)を提供 (ていきょう)できない場合 (ばあい)は、理由 (りゆう)を障 (しょう)がいのある人 (ひと)に丁寧 (ていねい)に説明 (せつめい)する。
	障 (しょう)がい区分 (くぶん)
	配慮 (はいりょ)の例 (れい)

	聴覚障 (ちょうかくしょう)がい
	問 (とい)合 (あわ)せできるよう、電 (でん)話 (わ)番 (ばん)号 (ごう)に加 (くわ)えてファックス番号 (ばんごう)やＥメールアドレスを記載 (きさい)していますか。

	視覚障 (しかくしょう)がい
	広 (ひろ)く村 (そん)民 (みん)に広 (こう)報 (ほう)する資 (し)料 (りょう)のうち、視覚障 (しかくしょう)がいのある人 (ひと)に送付 (そうふ)するものについては、音声 (おんせい)データの提供 (ていきょう)、音声 (おんせい)コードの印刷 (いんさつ)又 (また)は点字化 (てんじか)する等 (など)の配慮 (はいりょ)をしていますか。※

	
	拡大 (かくだい)文字 (もじ)で文書 (ぶんしょ)を作成 (さくせい)する場合 (ばあい)は、22ポイント程度 (ていど)としていますか。

	
	印 (いん)刷 (さつ)物 (ぶつ)に複 (ふく)数 (すう)の色 (いろ)を使 (つか)う場 (ば)合 (あい)は、色 (いろ)を見 (み)分 (わ)けやすいよう配 (はい)慮 (りょ)していますか。
見 (み)分 (わ)けやすい配 (はい)色 (しょく)：紺 (こん)と黄 (き)、白 (しろ)と緑 (みどり)など
見 (み)分 (わ)けにくい配 (はい)色 (しょく)：赤 (あか)と緑 (みどり)、白 (しろ)と黄 (き)など

	知的 (ちてき)障 (しょう)がい
	知的障 (ちてきしょう)がいのある人 (ひと)に文書 (ぶんしょ)を送付 (そうふ)する場合 (ばあい)、分 (わ)かりやすいように漢 (かん)字 (じ)にふりがなをふるとともに、抽 (ちゅう)象 (しょう)的 (てき)な言 (こと)葉 (ば)は避 (さ)け、絵 (え)や図 (ず)を使 (つか)って具 (ぐ)体 (たい)的 (てき)に分 (わ)かりやすく工 (く)夫 (ふう)していますか。


※音 (おん)声 (せい)コード、点 (てん)字 (じ)シール及 (およ)び点 (てん)字 (じ)文 (ぶん)書 (しょ)等 (など)の作 (さく)成 (せい)については、健康 (けんこう)福祉課 (ふくしか)福祉係 (ふくしがかり)へ御相 (ごそう)談 (だん)ください。



４　会議 (かいぎ)
　〈必 (ひつ)要 (よう)な配 (はい)慮 (りょ)を提 (てい)供 (きょう)するまでの一 (いっ)般 (ぱん)的 (てき)な流 (なが)れ〉
　①配慮 (はいりょ)の必要 (ひつよう)な出席者 (しゅっせきしゃ)の有無 (うむ)の確認 (かくにん)（出 (しゅっ)席 (せき)者 (しゃ)報 (ほう)告 (こく)受 (うけ)付 (つけ)時 (じ)など、できるだけ事 (じ)前 (ぜん)に確 (かく)認 (にん)する。）
②必要 (ひつよう)な配慮 (はいりょ)の内容 (ないよう)の確認 (かくにん)と配慮 (はいりょ)の方法 (ほうほう)の検討 (けんとう)（代替 (だいたい)措置 (そち)を含む (ふくむ)）
③配慮 (はいりょ)の提供 (ていきょう)
　配慮 (はいりょ)を提供 (ていきょう)できない場合 (ばあい)は、理由 (りゆう)を障 (しょう)がいのある人 (ひと)に丁寧 (ていねい)に説明 (せつめい)する。
	障 (しょう)がい区分 (くぶん)
	配慮 (はいりょ)の例 (れい)

	共通 (きょうつう)
	出 (しゅっ)席 (せき)者 (しゃ)報 (ほう)告 (こく)を受 (う)ける様 (よう)式 (しき)に「障 (しょう)がいのある方 (かた)で、一定 (いってい)の配慮 (はいりょ)が必要 (ひつよう)な場合 (ばあい)には、その旨 (むね)を担当 (たんとう)まで御連絡 (ごれんらく)ください。」などの記載 (きさい)がありますか。

	
	会 (かい)議 (ぎ)の進 (しん)行 (こう)に当 (あ)たり、資 (し)料 (りょう)を見 (み)ながら説 (せつ)明 (めい)を聞 (き)くことが困難 (こんなん)な視覚 (しかく)又 (また)は聴覚 (ちょうかく)に障 (しょう)がいのある委員 (いいん)や知的障 (ちてきしょう)がいのある委員 (いいん)に対 (たい)し、ゆっくり、丁 (てい)寧 (ねい)な進 (しん)行 (こう)を心 (こころ)がけるなどの配 (はい)慮 (りょ)を行 (おこな)っていますか。

	
	会 (かい)議 (ぎ)の進 (しん)行 (こう)に当 (あ)たり、職 (しょく)員 (いん)等 (とう)が委 (い)員 (いん)の障 (しょう)がいの特 (とく)性 (せい)に合 (あ)ったサポートを行 (おこな)う等 (など)、可 (か)能 (のう)な範 (はん)囲 (い)での配 (はい)慮 (りょ)を行 (おこな)っていますか。

	
	非 (ひ)公 (こう)表 (ひょう)又 (また)は未 (み)公 (こう)表 (ひょう)情 (じょう)報 (ほう)を扱 (あつか)う会 (かい)議 (ぎ)等 (とう)において、情 (じょう)報 (ほう)管 (かん)理 (り)に係 (かかわ)る担 (たん)保 (ぽ)が得 (え)られることを前 (ぜん)提 (てい)に、障 (しょう)がいのある委 (い)員 (いん)の理 (り)解 (かい)を援 (えん)助 (じょ)する者 (もの)の同 (どう)席 (せき)を認 (みと)めていますか。

	
	庁舎 (ちょうしゃ)の敷地内 (しきちない)の駐車場 (ちゅうしゃじょう)等 (とう)において、障 (しょう)がいのある人 (ひと)の来 (らい)庁 (ちょう)が多 (た)数 (すう)見 (み)込 (こ)まれる場 (ば)合 (あい)、通常 (つうじょう)、障 (しょう)がい者 (しゃ)専用 (せんよう)とされていない区画 (くかく)を障 (しょう)がい者 (しゃ)専用 (せんよう)の区画 (くかく)に変更 (へんこう)していますか。

	
	車 (しゃ)両 (りょう)乗 (じょう)降 (こう)場 (ば)所 (しょ)を施 (し)設 (せつ)出 (で)入 (いり)口 (ぐち)に近 (ちか)い場 (ば)所 (しょ)へ変 (へん)更 (こう)していますか。

	聴覚障 (ちょうかくしょう)がい
	スクリーン、手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)、板書 (ばんしょ)等 (など)がよく見えるように、スクリーン等 (とう)に近 (ちか)い席 (せき)を確 (かく)保 (ほ)していますか。

	視覚障 (しかくしょう)がい
	会議 (かいぎ)資料 (しりょう)等 (など)を事前 (じぜん)送付 (そうふ)する際 (さい)は、読 (よ)み上 (あ)げソフトに対 (たい)応 (おう)できるよう電 (でん)子 (し)データ（テキスト形式 (けいしき)）で提供 (ていきょう)していますか。







５　講演会 (こうえんかい)等 (など)のイベント開催 (かいさい)
　〈必 (ひつ)要 (よう)な配 (はい)慮 (りょ)を提 (てい)供 (きょう)するまでの一 (いっ)般 (ぱん)的 (てき)な流 (なが)れ〉
　　①スロープや障 (しょう)がい者用 (しゃよう)トイレ等 (など)、バリアフリーに配慮 (はいりょ)した会場 (かいじょう)の選定 (せんてい)
　　②配慮 (はいりょ)の必要 (ひつよう)な参加者 (さんかしゃ)の確認 (かくにん)（参加 (さんか)申込書 (もうしこみしょ)等 (とう)により、できるだけ事前 (じぜん)に確認 (かくにん)する。）
　　③必 (ひつ)要 (よう)な配 (はい)慮 (りょ)の内 (ない)容 (よう)の確 (かく)認 (にん)と配 (はい)慮 (りょ)の方 (ほう)法 (ほう)の検 (けん)討 (とう)（代 (だい)替 (たい)措 (そ)置 (ち)を含 (ふく)む）
④配慮 (はいりょ)の提供 (ていきょう)
　配慮 (はいりょ)を提供 (ていきょう)できない場合 (ばあい)は、理由 (りゆう)を障 (しょう)がいのある人 (ひと)に丁寧 (ていねい)に説明 (せつめい)する。
	障 (しょう)がい区分 (くぶん)
	配慮 (はいりょ)の例 (れい)

	共通 (きょうつう)
	参加 (さんか)申込書 (もうしこみしょ)には、車 (くるま)いす使用者用 (しようしゃよう)駐車 (ちゅうしゃ)区画 (くかく)の確 (かく)保 (ほ)や手 (しゅ)話 (わ)通 (つう)訳 (やく)等 (など)の必 (ひつ)要 (よう)な配 (はい)慮 (りょ)を申 (もう)し出 (で)てもらう記 (き)載 (さい)欄 (らん)を設 (もう)けていますか。

	肢体 (したい)不自由 (ふじゆう)
	開催 (かいさい)会場 (かいじょう)には、スロープ、エレベーターや障 (しょう)がい者用 (しゃよう)トイレがありますか。

	
	開催 (かいさい)会場 (かいじょう)には、車 (くるま)いす使用者用 (しようしゃよう)駐車 (ちゅうしゃ)区画 (くかく)が入 (いり)口 (ぐち)近 (ちか)くにありますか。

	聴 (ちょう)覚 (かく)障 (しょう)がい
	一般 (いっぱん)民 (みん)を対象 (たいしょう)とし、聴覚障 (ちょうかくしょう)がい者 (しゃ)の参加 (さんか)の予想 (よそう)される村 (むら)主催 (しゅさい)行事 (ぎょうじ)には、手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)や要約 (ようやく)筆 (ひっ)記者 (きしゃ)を配置 (はいち)していますか。※

	
	村 (むら)主催 (しゅさい)行事 (ぎょうじ)において手 (しゅ)話 (わ)通 (つう)訳 (やく)者 (しゃ)及 (およ)び要 (よう)約 (やく)筆 (ひっ)記 (き)者 (しゃ)の配置を求められた場合、可 (か)能 (のう)な限 (かぎ)り速 (すみ)やかに配 (はい)置 (ち)していますか。※

	視覚障 (しかくしょう)がい
	資 (し)料 (りょう)を配 (くば)る場 (ば)合 (あい)は、要 (よう)望 (ぼう)に応 (おう)じてテキストデータを送 (おく)ったり、点 (てん)字 (じ)の資 (し)料 (りょう)を用 (よう)意 (い)していますか。


※手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)等 (など)のコーディネートについては、健康 (けんこう)福祉課 (ふくしか)福祉係 (ふくしがかり)へ御相 (ごそう)談 (だん)ください。

６　庁舎 (ちょうしゃ)管理 (かんり)
	障 (しょう)がい区分 (くぶん)
	配慮 (はいりょ)の例 (れい)

	共通 (きょうつう)
	施 (し)設 (せつ)整 (せい)備 (び)に係 (かかわ)る合 (ごう)理 (り)的 (てき)配 (はい)慮 (りょ)について、即時 (そくじ)の対応 (たいおう)が困難 (こんなん)な場合 (ばあい)は、今 (こん)後 (ご)の改 (かい)修 (しゅう)工 (こう)事 (じ)の際 (さい)に考 (こう)慮 (りょ)するなど検 (けん)討 (とう)していますか。

	肢体 (したい)不自由 (ふじゆう)
	車 (くるま)いすを使用 (しよう)する人 (ひと)など歩行 (ほこう)が困難 (こんなん)な人 (ひと)のための幅広 (はばびろ)（幅員 (ふくいん)3.5ｍ以上 (いじょう)）の駐車 (ちゅうしゃ)区画 (くかく)を、建物 (たてもの)の出入口 (でいりぐち)やスロープからできるだけ近 (ちか)い場 (ば)所 (しょ)に用意 (ようい)していますか。

	
	車 (くるま)いすを使用 (しよう)する人 (ひと)の通行 (つうこう)に支障 (ししょう)のないスペースを確保 (かくほ)していますか。
（望 (のぞ)ましい幅 (はば)は80㎝以上 (いじょう)、出入口 (でいりぐち)は90㎝以上 (いじょう)）

	
	受 (うけ)付 (つけ)カウンター等 (など)は車 (くるま)いすが入 (はい)るスペースを確 (かく)保 (ほ)していますか。（望 (のぞ)ましい高 (たか)さは70～75㎝）

	
	建 (たて)物 (もの)に入 (はい)るに当 (あ)たり、車 (くるま)いすを使 (し)用 (よう)する人 (ひと)から配 (はい)慮 (りょ)を求 (もと)められた場 (ば)合 (あい)、スロープの設置 (せっち)場所 (ばしょ)まで案内 (あんない)していますか。

	
	建物 (たてもの)入口 (いりぐち)の段差 (だんさ)を解消 (かいしょう)する携帯 (けいたい)スロープを設置 (せっち)していますか。

	
	携帯 (けいたい)スロープを用意 (ようい)できない場合 (ばあい)、人 (じん)力 (りき)で持 (も)ち上 (あ)げる等 (など)の代 (だい)替 (たい)措 (そ)置 (ち)が可 (か)能 (のう)か検 (けん)討 (とう)していますか。



７　緊急 (きんきゅう)時 (じ)の対応 (たいおう)
	障 (しょう)がい区分 (くぶん)
	配慮 (はいりょ)の例 (れい)

	聴覚障 (ちょうかくしょう)がい
	災害 (さいがい)や事故 (じこ)が発生 (はっせい)した際 (さい)、館内 (かんない)放送 (ほうそう)で避難 (ひなん)情報 (じょうほう)等 (など)の緊急 (きんきゅう)情報 (じょうほう)を聞 (き)くことが難 (むずか)しい聴 (ちょう)覚 (かく)障 (しょう)がいのある人 (ひと)に対 (たい)し、手 (て)書き (き)のボード等 (など)を用 (もち)いて、分 (わ)かりやすく案 (あん)内 (ない)し誘 (ゆう)導 (どう)していますか。




○障害者 (しょうがいしゃ)基本法 (きほんほう)（昭 (しょう)和 (わ)45年 (ねん)法 (ほう)律 (りつ)第 (だい)84号 (ごう)）（抜 (ばっ)粋 (すい)）
（定義 (ていぎ)） 
第 (だい)２条 (じょう) 　この法 (ほう)律 (りつ)において、次 (つぎ)の各 (かく)号 (ごう)に掲 (かか)げる用 (よう)語 (ご)の意 (い)義 (ぎ)は、それぞれ当 (とう)該 (がい)各 (かく)号 (ごう)に定 (さだ)めるところによる。 
一 (いち) 　障害者 (しょうがいしゃ)　身体 (しんたい)障害 (しょうがい)、知的 (ちてき)障害 (しょうがい)、精神 (せいしん)障害 (しょうがい)（発達 (はったつ)障害 (しょうがい)を含 (ふく)む。）その他 (た)の心身 (しんしん)の機能 (きのう)の障害 (しょうがい)（以下 (いか)「障害 (しょうがい)」と総称 (そうしょう)する。）がある者 (もの)であつて、障 (しょう)害 (がい)及 (およ)び社 (しゃ)会 (かい)的 (てき)障 (しょう)壁 (へき)により継 (けい)続 (ぞく)的 (てき)に日 (にち)常 (じょう)生 (せい)活 (かつ)又は社 (しゃ)会 (かい)生 (せい)活 (かつ)に相 (そう)当 (とう)な制 (せい)限 (げん)を受 (う)ける状 (じょう)態 (たい)にあるものをいう。 
二 (に) 　社会的 (しゃかいてき)障壁 (しょうへき)　障害 (しょうがい)がある者 (もの)にとつて日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)又 (また)は社 (しゃ)会 (かい)生 (せい)活 (かつ)を営 (いとな)む上 (うえ)で障 (しょう)壁 (へき)となるような社 (しゃ)会 (かい)における事 (じ)物 (ぶつ)、制 (せい)度 (ど)、慣 (かん)行 (こう)、観 (かん)念 (ねん)その他 (た)一 (いっ)切 (さい)のものをいう。 

（差別 (さべつ)の禁止 (きんし)） 
第 (だい)４条 (じょう)　何人 (なんびと)も、障害者 (しょうがいしゃ)に対 (たい)して、障害 (しょうがい)を理由 (りゆう)として、差 (さ)別 (べつ)することその他 (た)の権 (けん)利 (り)利 (り)益 (えき)を侵 (しん)害 (がい)する行 (こう)為 (い)をしてはならない。 
２ 　社会的 (しゃかいてき)障壁 (しょうへき)の除去 (じょきょ)は、それを必要 (ひつよう)としている障害者 (しょうがいしゃ)が現 (げん)に存 (そん)し、かつ、その実 (じっ)施 (し)に伴 (ともな)う負 (ふ)担 (たん)が過 (か)重 (じゅう)でないときは、それを怠 (おこた)ることによって前 (ぜん)項 (こう)の規 (き)定 (てい)に違 (い)反 (はん)することとならないよう、その実施 (じっし)について必要 (ひつよう)かつ合理的 (ごうりてき)な配慮 (はいりょ)がされなければならない。 
３ 　略 (りゃく) 


○障害 (しょうがい)を理由 (りゆう)とする差別 (さべつ)の解消 (かいしょう)の推進 (すいしん)に関 (かん)する法 (ほう)律 (りつ)（平 (へい)成 (せい)25年 (ねん)法 (ほう)律 (りつ)第 (だい)65号 (ごう)）
第 (だい)一 (いっ)章 (しょう)　総 (そう)則 (そく)
（目的 (もくてき)）
第 (だい)１条 (じょう)　この法律 (ほうりつ)は、障害者 (しょうがいしゃ)基本法 (きほんほう)（昭和 (しょうわ)四十五年 (よんじゅうごねん)法律 (ほうりつ)第八十四号 (だいはちじゅうよんごう)）の基本的 (きほんてき)な理念 (りねん)にのっとり、全 (すべ)ての障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)が、障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)でない者 (もの)と等 (ひと)しく、基 (き)本 (ほん)的 (てき)人 (じん)権 (けん)を享 (きょう)有 (ゆう)する個 (こ)人 (じん)としてその尊 (そん)厳 (げん)が重 (おも)んぜられ、その尊 (そん)厳 (げん)にふさわしい生 (せい)活 (かつ)を保 (ほ)障 (しょう)される権 (けん)利 (り)を有 (ゆう)することを踏まえ、障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)の解 (かい)消 (しょう)の推 (すい)進 (しん)に関 (かん)する基 (き)本 (ほん)的 (てき)な事 (じ)項 (こう)、行 (ぎょう)政 (せい)機 (き)関 (かん)等 (とう)及 (およ)び事 (じ)業 (ぎょう)者 (しゃ)における障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)を解 (かい)消 (しょう)するための措 (そ)置 (ち)等 (とう)を定 (さだ)めることにより、障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)の解 (かい)消 (しょう)を推 (すい)進 (しん)し、もって全 (すべ)ての国 (こく)民 (みん)が、障 (しょう)害 (がい)の有 (う)無 (む)によって分 (わ)け隔 (へだ)てられることなく、相 (そう)互 (ご)に人 (じん)格 (かく)と個 (こ)性 (せい)を尊 (そん)重 (ちょう)し合 (あ)いながら共 (きょう)生 (せい)する社 (しゃ)会 (かい)の実 (じつ)現 (げん)に資 (し)することを目 (もく)的 (てき)とする。

（定義 (ていぎ)）
第 (だい)２条 (じょう)　この法 (ほう)律 (りつ)において、次 (つぎ)の各 (かく)号 (ごう)に掲 (かか)げる用 (よう)語 (ご)の意 (い)義 (ぎ)は、それぞれ当 (とう)該 (がい)各 (かく)号 (ごう)に定 (さだ)めるところによる。
一 (いち)　障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)　身 (しん)体 (たい)障 (しょう)害 (がい)、知 (ち)的 (てき)障 (しょう)害 (がい)、精 (せい)神 (しん)障 (しょう)害 (がい)（発 (はっ)達 (たつ)障 (しょう)害 (がい)を含 (ふく)む。）その他 (た)の心 (しん)身 (しん)の機 (き)能 (のう)の障 (しょう)害 (がい)（以 (い)下 (か)「障 (しょう)害 (がい)」と総 (そう)称 (しょう)する。）がある者 (もの)であって、障 (しょう)害 (がい)及 (およ)び社 (しゃ)会 (かい)的 (てき)障 (しょう)壁 (へき)により継続的 (けいぞくてき)に日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)又 (また)は社 (しゃ)会 (かい)生 (せい)活 (かつ)に相 (そう)当 (とう)な制 (せい)限 (げん)を受 (う)ける状 (じょう)態 (たい)にあるものをいう。

二 (に)　社会的 (しゃかいてき)障壁 (しょうへき)　障害 (しょうがい)がある者 (もの)にとって日 (にち)常 (じょう)生 (せい)活 (かつ)又 (また)は社 (しゃ)会 (かい)生 (せい)活 (かつ)を営 (いとな)む上 (うえ)で障 (しょう)壁 (へき)となるような社会 (しゃかい)における事物 (じぶつ)、制度 (せいど)、慣行 (かんこう)、観 (かん)念 (ねん)その他 (た)一 (いっ)切 (さい)のものをいう。
三 (さん)　行政 (ぎょうせい)機関 (きかん)等 (とう)　国 (くに)の行政 (ぎょうせい)機関 (きかん)、独立 (どくりつ)行政 (ぎょうせい)法人 (ほうじん)等 (など)、地方 (ちほう)公共 (こうきょう)団体 (だんたい)（地方 (ちほう)公営 (こうえい)企業法 (きぎょうほう)（昭 (しょう)和 (わ)二 (に)十 (じゅう)七 (なな)年 (ねん)法 (ほう)律 (りつ)第 (だい)二 (に)百 (ひゃく)九 (きゅう)十 (じゅう)二 (に)号 (ごう)）第 (だい)三 (さん)章 (しょう)の規 (き)定 (てい)の適 (てき)用 (よう)を受 (う)ける地 (ち)方 (ほう)公 (こう)共 (きょう)団 (だん)体 (たい)の経 (けい)営 (えい)する企 (き)業 (ぎょう)を除 (のぞ)く。第 (だい)七 (なな)号 (ごう)、第 (だい)十 (じゅう)条 (じょう)及 (およ)び (び)附 (ふ)則 (そく)第 (だい)四 (よん)条 (じょう)第 (だい)一 (いっ)項 (こう)において同 (おな)じ。）及 (およ)び地 (ち)方 (ほう)独 (どく)立 (りつ)行 (ぎょう)政 (せい)法 (ほう)人 (じん)をいう。
四 (よん)　国 (くに)の行 (ぎょう)政 (せい)機 (き)関 (かん)　次 (つぎ)に掲 (かか)げる機 (き)関 (かん)をいう。
イ　法 (ほう)律 (りつ)の規 (き)定 (てい)に基 (もと)づき内 (ない)閣 (かく)に置 (お)かれる機 (き)関 (かん)（内 (ない)閣 (かく)府 (ふ)を除 (のぞ)く。）及 (およ)び内 (ない)閣 (かく)の所 (しょ)轄 (かつ)の下 (した)に置 (お)かれる機 (き)関 (かん)
ロ　内 (ない)閣 (かく)府 (ふ)、宮 (く)内 (ない)庁 (ちょう)並 (なら)びに内 (ない)閣 (かく)府 (ふ)設 (せっ)置 (ち)法 (ほう)（平成 (へいせい)十一年 (じゅういちねん)法律 (ほうりつ)第八十九号 (だいはちじゅうきゅうごう)）第 (だい)四 (よん)十 (じゅう)九 (きゅう)条 (じょう)第 (だい)一 (いっ)項 (こう)及 (およ)び第 (だい)二 (に)項 (こう)に規 (き)定 (てい)する機 (き)関 (かん)（これらの機 (き)関 (かん)のうちニ (に)の政 (せい)令 (れい)で定 (さだ)める機 (き)関 (かん)が置 (お)かれる機 (き)関 (かん)にあっては、当 (とう)該 (がい)政 (せい)令 (れい)で定 (さだ)める機 (き)関 (かん)を除 (のぞ)く。）
ハ　国家 (こっか)行政 (ぎょうせい)組織法 (そしきほう)（昭和 (しょうわ)二十三年 (にじゅうさんねん)法律 (ほうりつ)第百二十号 (だいひゃくにじゅうごう)）第三条 (だいさんじょう)第二項 (だいにこう)に規定 (きてい)する機関 (きかん)（ホの政 (せい)令 (れい)で定 (さだ)める機 (き)関 (かん)が置 (お)かれる機 (き)関 (かん)にあっては、当 (とう)該 (がい)政 (せい)令 (れい)で定 (さだ)める機 (き)関 (かん)を除 (のぞ)く。）
ニ　内 (ない)閣 (かく)府 (ふ)設 (せっ)置 (ち)法 (ほう)第 (だい)三 (さん)十 (じゅう)九 (きゅう)条 (じょう)及 (およ)び第 (だい)五 (ご)十 (じゅう)五 (ご)条 (じょう)並 (なら)びに宮内庁法 (くないちょうほう)（昭和 (しょうわ)二十二年 (にじゅうにねん)法律 (ほうりつ)第七十号 (だいななじゅうごう)）第 (だい)十 (じゅう)六 (ろく)条 (じょう)第 (だい)二 (に)項 (こう)の機 (き)関 (かん)並 (なら)びに内 (ない)閣 (かく)府 (ふ)設 (せっ)置 (ち)法 (ほう)第 (だい)四 (よん)十 (じゅう)条 (じょう)及 (およ)び第 (だい)五 (ご)十 (じゅう)六 (ろく)条 (じょう)（宮 (く)内 (ない)庁 (ちょう)法 (ほう)第 (だい)十 (じゅう)八 (はち)条 (じょう)第 (だい)一 (いっ)項 (こう)において準 (じゅん)用 (よう)する場 (ば)合 (あい)を含 (ふく)む。）の特 (とく)別 (べつ)の機 (き)関 (かん)で、政 (せい)令 (れい)で定 (さだ)めるもの
ホ　国 (こっ)家 (か)行 (ぎょう)政 (せい)組 (そ)織 (しき)法 (ほう)第 (だい)八 (はち)条 (じょう)の二 (に)の施 (し)設 (せつ)等 (など)機 (き)関 (かん)及 (およ)び同法 (どうほう)第八条 (だいはちじょう)の三 (さん)の特別 (とくべつ)の機関 (きかん)で、政 (せい)令 (れい)で定 (さだ)めるもの
ヘ　会計 (かいけい)検査院 (けんさいん)
五 (ご)　独 (どく)立 (りつ)行 (ぎょう)政 (せい)法 (ほう)人 (じん)等 (とう)　次 (つぎ)に掲 (かか)げる法 (ほう)人 (じん)をいう。
イ　独立 (どくりつ)行政 (ぎょうせい)法人 (ほうじん)（独立 (どくりつ)行政 (ぎょうせい)法人 (ほうじん)通則法 (つうそくほう)（平成 (へいせい)十一年 (じゅういちねん)法律 (ほうりつ)第百三号 (だいひゃくさんごう)）第二条 (だいにじょう)第一項 (だいいっこう)に規定 (きてい)する独立 (どくりつ)行政 (ぎょうせい)法人 (ほうじん)をいう。ロにおいて同 (おな)じ。）
ロ　法律 (ほうりつ)により直接 (ちょくせつ)に設立 (せつりつ)された法人 (ほうじん)、特別 (とくべつ)の法律 (ほうりつ)により特別 (とくべつ)の設立 (せつりつ)行為 (こうい)をもって設 (せつ)立 (りつ)された法 (ほう)人 (じん)（独 (どく)立 (りつ)行 (ぎょう)政 (せい)法 (ほう)人 (じん)を除 (のぞ)く。）又 (また)は特別 (とくべつ)の法律 (ほうりつ)により設立 (せつりつ)され、かつ、その設 (せつ)立 (りつ)に関 (かん)し行 (ぎょう)政 (せい)庁 (ちょう)の認 (にん)可 (か)を要 (よう)する法 (ほう)人 (じん)のうち、政 (せい)令 (れい)で定 (さだ)めるもの
六 (ろく)　地方 (ちほう)独立 (どくりつ)行政 (ぎょうせい)法人 (ほうじん)　地方 (ちほう)独立 (どくりつ)行政 (ぎょうせい)法人法 (ほうじんほう)（平成 (へいせい)十五年 (じゅうごねん)法律 (ほうりつ)第百十八号 (だいひゃくじゅうはちごう)）第二条 (だいにじょう)第一項 (だいいっこう)に規定 (きてい)する地方 (ちほう)独立 (どくりつ)行政 (ぎょうせい)法人 (ほうじん)（同 (どう)法 (ほう)第 (だい)二 (に)十 (じゅう)一 (いち)条 (じょう)第 (だい)三 (さん)号 (ごう)に掲 (かか)げる業 (ぎょう)務 (む)を行 (おこな)うものを除 (のぞ)く。）をいう。
七 (しち)　事 (じ)業 (ぎょう)者 (しゃ)　商 (しょう)業 (ぎょう)その他 (た)の事 (じ)業 (ぎょう)を行 (おこな)う者 (もの)（国 (こく)、独 (どく)立 (りつ)行 (ぎょう)政 (せい)法 (ほう)人 (じん)等 (など)、地 (ち)方 (ほう)公 (こう)共 (きょう)団 (だん)体 (たい)及 (およ)び地 (ち)方 (ほう)独 (どく)立 (りつ)行 (ぎょう)政 (せい)法 (ほう)人 (じん)を除 (のぞ)く。）をいう。

（国 (くに)及 (およ)び地 (ち)方 (ほう)公 (こう)共 (きょう)団 (だん)体 (たい)の責 (せき)務 (む)）
第 (だい)３条 (じょう)　国 (くに)及 (およ)び地 (ち)方 (ほう)公 (こう)共 (きょう)団 (だん)体 (たい)は、この法律 (ほうりつ)の趣旨 (しゅし)にのっとり、障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)の解 (かい)消 (しょう)の推 (すい)進 (しん)に関 (かん)して必 (ひつ)要 (よう)な施 (し)策 (さく)を策 (さく)定 (てい)し、及 (およ)びこれを実 (じっ)施 (し)しなければならない。


（国民 (こくみん)の責務 (せきむ)）
第 (だい)４条 (じょう)　国 (こく)民 (みん)は、第 (だい)一 (いち)条 (じょう)に規 (き)定 (てい)する社 (しゃ)会 (かい)を実 (じつ)現 (げん)する上 (うえ)で障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)の解 (かい)消 (しょう)が重 (じゅう)要 (よう)であることに鑑 (かんが)み、障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)の解 (かい)消 (しょう)の推 (すい)進 (しん)に寄 (き)与 (よ)するよう努 (つと)めなければならない。


（社会的 (しゃかいてき)障壁 (しょうへき)の除去 (じょきょ)の実施 (じっし)についての必要 (ひつよう)かつ合 (ごう)理 (り)的 (てき)な配 (はい)慮 (りょ)に関 (かん)する環 (かん)境 (きょう)の整 (せい)備 (び)）
第 (だい)５条 (じょう)　行 (ぎょう)政 (せい)機 (き)関 (かん)等 (とう)及 (およ)び事 (じ)業 (ぎょう)者 (しゃ)は、社会的 (しゃかいてき)障壁 (しょうへき)の除去 (じょきょ)の実施 (じっし)についての必要 (ひつよう)かつ合 (ごう)理 (り)的 (てき)な配 (はい)慮 (りょ)を的 (てき)確 (かく)に行 (おこな)うため、自 (みずか)ら設 (せっ)置 (ち)する施 (し)設 (せつ)の構 (こう)造 (ぞう)の改 (かい)善 (ぜん)及 (およ)び設 (せつ)備 (び)の整 (せい)備 (び)、関 (かん)係 (けい)職 (しょく)員 (いん)に対 (たい)する研 (けん)修 (しゅう)その他 (た)の必 (ひつ)要 (よう)な環 (かん)境 (きょう)の整 (せい)備 (び)に努 (つと)めなければならない。

第 (だい)二 (に)章 (しょう)　障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)の解 (かい)消 (しょう)の推 (すい)進 (しん)に関 (かん)する基 (き)本 (ほん)方 (ほう)針 (しん)
第 (だい)６条 (じょう)　政 (せい)府 (ふ)は、障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)の解 (かい)消 (しょう)の推 (すい)進 (しん)に関 (かん)する施策 (しさく)を総合的 (そうごうてき)かつ一体的 (いったいてき)に実施 (じっし)するため、障害 (しょうがい)を理由 (りゆう)とする差 (さ)別 (べつ)の解 (かい)消 (しょう)の推 (すい)進 (しん)に関 (かん)する基 (き)本 (ほん)方 (ほう)針 (しん)（以 (い)下 (か)「基 (き)本 (ほん)方 (ほう)針 (しん)」という。）を定 (さだ)めなければならない。
２　基 (き)本 (ほん)方 (ほう)針 (しん)は、次 (つぎ)に掲 (かか)げる事 (じ)項 (こう)について定 (さだ)めるものとする。
一 (いち)　障害 (しょうがい)を理由 (りゆう)とする差別 (さべつ)の解消 (かいしょう)の推進 (すいしん)に関 (かん)する施 (し)策 (さく)に関 (かん)する基 (き)本 (ほん)的 (てき)な方 (ほう)向 (こう)
二 (に)　行政 (ぎょうせい)機関 (きかん)等 (とう)が講 (こう)ずべき障害 (しょうがい)を理由 (りゆう)とする差 (さ)別 (べつ)を解 (かい)消 (しょう)するための措 (そ)置 (ち)に関 (かん)する基 (き)本 (ほん)的 (てき)な事 (じ)項 (こう)
三 (さん)　事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)が講 (こう)ずべき障害 (しょうがい)を理由 (りゆう)とする差別 (さべつ)を解 (かい)消 (しょう)するための措 (そ)置 (ち)に関 (かん)する基 (き)本 (ほん)的 (てき)な事 (じ)項 (こう)
四 (よん)　その他 (た)障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)の解 (かい)消 (しょう)の推 (すい)進 (しん)に関 (かん)する施 (し)策 (さく)に関 (かん)する重 (じゅう)要 (よう)事 (じ)項 (こう)
３　内 (ない)閣 (かく)総 (そう)理 (り)大 (だい)臣 (じん)は、基 (き)本 (ほん)方 (ほう)針 (しん)の案 (あん)を作 (さく)成 (せい)し、閣 (かく)議 (ぎ)の決 (けっ)定 (てい)を求 (もと)めなければならない。
４　内閣 (ないかく)総理 (そうり)大臣 (だいじん)は、基本 (きほん)方針 (ほうしん)の案 (あん)を作成 (さくせい)しようとするときは、あらかじめ、障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)その他 (た)の関 (かん)係 (けい)者 (しゃ)の意 (い)見 (けん)を反 (はん)映 (えい)させるために必 (ひつ)要 (よう)な措 (そ)置 (ち)を講 (こう)ずるとともに、障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)政 (せい)策 (さく)委 (い)員 (いん)会 (かい)の意 (い)見 (けん)を聴 (き)かなければならない。
５　内閣 (ないかく)総理 (そうり)大臣 (だいじん)は、第三項 (だいさんこう)の規定 (きてい)による閣議 (かくぎ)の決定 (けってい)があったときは、遅滞 (ちたい)なく、基本 (きほん)方針 (ほうしん)を公表 (こうひょう)しなければならない。
６　前 (ぜん)三項 (さんこう)の規定 (きてい)は、基本 (きほん)方針 (ほうしん)の変更 (へんこう)について準用 (じゅんよう)する。

第三章 (だいさんしょう)　行 (ぎょう)政 (せい)機 (き)関 (かん)等 (とう)及 (およ)び事 (じ)業 (ぎょう)者 (しゃ)における障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差別 (さべつ)を解消 (かいしょう)するための措置 (そち)
（行政 (ぎょうせい)機関 (きかん)等 (とう)における障害 (しょうがい)を理由 (りゆう)とする差別 (さべつ)の禁止 (きんし)）
第 (だい)７条 (じょう)　行 (ぎょう)政 (せい)機 (き)関 (かん)等 (など)は、その事 (じ)務 (む)又 (また)は事 (じ)業 (ぎょう)を行 (おこな)うに当 (あ)たり、障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)として障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)でない者 (もの)と不 (ふ)当 (とう)な差 (さ)別 (べつ)的 (てき)取 (とり)扱 (あつか)いをすることにより、障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)の権 (けん)利 (り)利 (り)益 (えき)を侵 (しん)害 (がい)してはならない。
２　行 (ぎょう)政 (せい)機 (き)関 (かん)等 (など)は、その事 (じ)務 (む)又 (また)は事 (じ)業 (ぎょう)を行 (おこな)うに当 (あ)たり、障害者 (しょうがいしゃ)から現 (げん)に社会的 (しゃかいてき)障壁 (しょうへき)の除去 (じょきょ)を必要 (ひつよう)としている旨 (むね)の意思 (いし)の表明 (ひょうめい)があった場合 (ばあい)において、その実 (じっ)施 (し)に伴 (ともな)う負 (ふ)担 (たん)が過 (か)重 (じゅう)でないときは、障害者 (しょうがいしゃ)の権利 (けんり)利益 (りえき)を侵害 (しんがい)することとならないよう、当 (とう)該 (がい)障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)の性 (せい)別 (べつ)、年 (ねん)齢 (れい)及 (およ)び障 (しょう)害 (がい)の状 (じょう)態 (たい)に応 (おう)じて、社会的 (しゃかいてき)障壁 (しょうへき)の除去 (じょきょ)の実施 (じっし)について必要 (ひつよう)かつ合理的 (ごうりてき)な配慮 (はいりょ)をしなければならない。



（事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)における障害 (しょうがい)を理由 (りゆう)とする差別 (さべつ)の禁止 (きんし)）
第 (だい)８条 (じょう)　事 (じ)業 (ぎょう)者 (しゃ)は、その事 (じ)業 (ぎょう)を行 (おこな)うに当 (あ)たり、障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)として障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)でない者 (もの)と不 (ふ)当 (とう)な差 (さ)別 (べつ)的 (てき)取 (とり)扱 (あつか)いをすることにより、障害者 (しょうがいしゃ)の権利 (けんり)利益 (りえき)を侵害 (しんがい)してはならない。
２　事 (じ)業 (ぎょう)者 (しゃ)は、その事 (じ)業 (ぎょう)を行 (おこな)うに当 (あ)たり、障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)から現 (げん)に社 (しゃ)会 (かい)的 (てき)障 (しょう)壁 (へき)の除 (じょ)去 (きょ)を必 (ひつ)要 (よう)としている旨 (むね)の意 (い)思 (し)の表明 (ひょうめい)があった場合 (ばあい)において、その実 (じっ)施 (し)に伴 (ともな)う負 (ふ)担 (たん)が過 (か)重 (じゅう)でないときは、障害者 (しょうがいしゃ)の権利 (けんり)利益 (りえき)を侵害 (しんがい)することとならないよう、当 (とう)該 (がい)障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)の性 (せい)別 (べつ)、年 (ねん)齢 (れい)及 (およ)び障 (しょう)害 (がい)の状 (じょう)態 (たい)に応 (おう)じて、社会的 (しゃかいてき)障壁 (しょうへき)の除去 (じょきょ)の実施 (じっし)について必要 (ひつよう)かつ合理的 (ごうりてき)な配慮 (はいりょ)をするように努 (つと)めなければならない。

（国 (くに)等 (など)職員 (しょくいん)対応 (たいおう)要領 (ようりょう)）
第 (だい)９条 (じょう)　国 (くに)の行 (ぎょう)政 (せい)機 (き)関 (かん)の長 (ちょう)及 (およ)び独 (どく)立 (りつ)行 (ぎょう)政 (せい)法 (ほう)人 (じん)等 (など)は、基 (き)本 (ほん)方 (ほう)針 (しん)に即 (そく)して、第 (だい)七 (なな)条 (じょう)に規 (き)定 (てい)する事 (じ)項 (こう)に関 (かん)し、当 (とう)該 (がい)国 (こく)の行 (ぎょう)政 (せい)機 (き)関 (かん)及 (およ)び独 (どく)立 (りつ)行 (ぎょう)政 (せい)法 (ほう)人 (じん)等 (とう)の職 (しょく)員 (いん)が適 (てき)切 (せつ)に対応 (たいおう)するために必要 (ひつよう)な要領 (ようりょう)（以 (い)下 (か)この条 (じょう)及 (およ)び附 (ふ)則 (そく)第 (だい)三 (さん)条 (じょう)において「国 (くに)等 (など)職 (しょく)員 (いん)対 (たい)応 (おう)要 (よう)領 (りょう)」という。）を定 (さだ)めるものとする。
２　国 (くに)の行 (ぎょう)政 (せい)機 (き)関 (かん)の長 (ちょう)及 (およ)び独 (どく)立 (りつ)行 (ぎょう)政 (せい)法 (ほう)人 (じん)等 (など)は、国 (くに)等 (など)職 (しょく)員 (いん)対 (たい)応 (おう)要 (よう)領 (りょう)を定 (さだ)めようとするときは、あらかじめ、障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)その他 (た)の関 (かん)係 (けい)者 (しゃ)の意 (い)見 (けん)を反 (はん)映 (えい)させるために必 (ひつ)要 (よう)な措 (そ)置 (ち)を講 (こう)じなければならない。
３　国 (くに)の行 (ぎょう)政 (せい)機 (き)関 (かん)の長 (ちょう)及 (およ)び独 (どく)立 (りつ)行 (ぎょう)政 (せい)法 (ほう)人 (じん)等 (など)は、国 (くに)等 (など)職員 (しょくいん)対応 (たいおう)要領 (ようりょう)を定 (さだ)めたときは、遅滞 (ちたい)なく、これを公表 (こうひょう)しなければならない。
４　前 (ぜん)二項 (にこう)の規定 (きてい)は、国 (くに)等 (など)職員 (しょくいん)対応 (たいおう)要領 (ようりょう)の変更 (へんこう)について準用 (じゅんよう)する。

（地方 (ちほう)公共 (こうきょう)団体 (だんたい)等 (とう)職員 (しょくいん)対応 (たいおう)要領 (ようりょう)）
第 (だい)10条 (じょう)　地 (ち)方 (ほう)公 (こう)共 (きょう)団 (だん)体 (たい)の機 (き)関 (かん)及 (およ)び地 (ち)方 (ほう)独 (どく)立 (りつ)行 (ぎょう)政 (せい)法 (ほう)人 (じん)は、基 (き)本 (ほん)方 (ほう)針 (しん)に即 (そく)して、第 (だい)七 (なな)条 (じょう)に規 (き)定 (てい)する事 (じ)項 (こう)に関 (かん)し、当該 (とうがい)地方 (ちほう)公共 (こうきょう)団体 (だんたい)の機 (き)関 (かん)及 (およ)び地 (ち)方 (ほう)独 (どく)立 (りつ)行 (ぎょう)政 (せい)法 (ほう)人 (じん)の職員 (しょくいん)が適切 (てきせつ)に対応 (たいおう)するために必 (ひつ)要 (よう)な要 (よう)領 (りょう)（以 (い)下 (か)この条 (じょう)及 (およ)び附 (ふ)則 (そく)第 (だい)四 (よん)条 (じょう)において「地方 (ちほう)公共 (こうきょう)団体 (だんたい)等 (とう)職員 (しょくいん)対応 (たいおう)要領 (ようりょう)」という。）を定 (さだ)めるよう努 (つと)めるものとする。
２　地 (ち)方 (ほう)公 (こう)共 (きょう)団 (だん)体 (たい)の機 (き)関 (かん)及 (およ)び地 (ち)方 (ほう)独 (どく)立 (りつ)行 (ぎょう)政 (せい)法 (ほう)人 (じん)は、地 (ち)方 (ほう)公 (こう)共 (きょう)団 (だん)体 (たい)等 (とう)職 (しょく)員 (いん)対 (たい)応 (おう)要 (よう)領 (りょう)を定 (さだ)めようとするときは、あらかじめ、障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)その他 (た)の関 (かん)係 (けい)者 (しゃ)の意 (い)見 (けん)を反 (はん)映 (えい)させるために必 (ひつ)要 (よう)な措 (そ)置 (ち)を講 (こう)ずるよう努 (つと)めなければならない。
３　地 (ち)方 (ほう)公 (こう)共 (きょう)団 (だん)体 (たい)の機 (き)関 (かん)及 (およ)び地 (ち)方 (ほう)独 (どく)立 (りつ)行 (ぎょう)政 (せい)法 (ほう)人 (じん)は、地 (ち)方 (ほう)公 (こう)共 (きょう)団 (だん)体 (たい)等 (とう)職 (しょく)員 (いん)対 (たい)応 (おう)要 (よう)領 (りょう)を定 (さだ)めたときは、遅 (ち)滞 (たい)なく、これを公 (こう)表 (ひょう)するよう努 (つと)めなければならない。
４　国 (くに)は、地 (ち)方 (ほう)公 (こう)共 (きょう)団 (だん)体 (たい)の機 (き)関 (かん)及 (およ)び地 (ち)方 (ほう)独 (どく)立 (りつ)行 (ぎょう)政 (せい)法 (ほう)人 (じん)による地方 (ちほう)公共 (こうきょう)団体 (だんたい)等 (とう)職員 (しょくいん)対応 (たいおう)要領 (ようりょう)の作成 (さくせい)に協力 (きょうりょく)しなければならない。
５　前 (ぜん)三 (さん)項 (こう)の規 (き)定 (てい)は、地 (ち)方 (ほう)公 (こう)共 (きょう)団 (だん)体 (たい)等 (とう)職 (しょく)員 (いん)対 (たい)応 (おう)要 (よう)領 (りょう)の変 (へん)更 (こう)について準 (じゅん)用 (よう)する。

（事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)のための対応 (たいおう)指針 (ししん)）
第 (だい)11条 (じょう)　主 (しゅ)務 (む)大 (だい)臣 (じん)は、基 (き)本 (ほん)方 (ほう)針 (しん)に即 (そく)して、第 (だい)八 (はち)条 (じょう)に規 (き)定 (てい)する事 (じ)項 (こう)に関 (かん)し、事 (じ)業 (ぎょう)者 (しゃ)が適 (てき)切 (せつ)に対 (たい)応 (おう)するために必 (ひつ)要 (よう)な指 (し)針 (しん)（以 (い)下 (か)「対 (たい)応 (おう)指 (し)針 (しん)」という。）を定 (さだ)めるものとする。
２　第九条 (だいきゅうじょう)第二項 (だいにこう)から第四項 (だいよんこう)までの規定 (きてい)は、対応 (たいおう)指針 (ししん)について準用 (じゅんよう)する。


（報 (ほう)告 (こく)の徴 (ちょう)収 (しゅう)並 (なら)びに助 (じょ)言 (げん)、指 (し)導 (どう)及 (およ)び勧 (かん)告 (こく)）
第 (だい)12条 (じょう)　主 (しゅ)務 (む)大 (だい)臣 (じん)は、第 (だい)八 (はち)条 (じょう)の規 (き)定 (てい)の施 (し)行 (こう)に関 (かん)し、特 (とく)に必 (ひつ)要 (よう)があると認 (みと)めるときは、対 (たい)応 (おう)指 (し)針 (しん)に定 (さだ)める事 (じ)項 (こう)について、当 (とう)該 (がい)事 (じ)業 (ぎょう)者 (しゃ)に対 (たい)し、報 (ほう)告 (こく)を求 (もと)め、又 (また)は助 (じょ)言 (げん)、指 (し)導 (どう)若 (も)しくは勧 (かん)告 (こく)をすることができる。

（事 (じ)業 (ぎょう)主 (ぬし)による措 (そ)置 (ち)に関 (かん)する特 (とく)例 (れい)）
第 (だい)13条 (じょう)　行 (ぎょう)政 (せい)機 (き)関 (かん)等 (とう)及 (およ)び事 (じ)業 (ぎょう)者 (しゃ)が事 (じ)業 (ぎょう)主 (ぬし)としての立 (たち)場 (ば)で労 (ろう)働 (どう)者 (しゃ)に対 (たい)して行 (おこな)う障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)を解 (かい)消 (しょう)するための措 (そ)置 (ち)については、障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)の雇 (こ)用 (よう)の促 (そく)進 (しん)等 (とう)に関 (かん)する法 (ほう)律 (りつ)（昭 (しょう)和 (わ)三 (さん)十 (じゅう)五 (ご)年 (ねん)法 (ほう)律 (りつ)第 (だい)百 (ひゃく)二 (に)十 (じゅう)三 (さん)号 (ごう)）の定 (さだ)めるところによる。

第四章 (だいよんしょう)　障害 (しょうがい)を理由 (りゆう)とする差別 (さべつ)を解消 (かいしょう)するための支援 (しえん)措置 (そち)
（相 (そう)談 (だん)及 (およ)び紛 (ふん)争 (そう)の防 (ぼう)止 (し)等 (とう)のための体 (たい)制 (せい)の整 (せい)備 (び)）
第 (だい)14条 (じょう)　国 (くに)及 (およ)び地 (ち)方 (ほう)公 (こう)共 (きょう)団 (だん)体 (たい)は、障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)及 (およ)びその家 (か)族 (ぞく)その他 (た)の関 (かん)係 (けい)者 (しゃ)からの障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)に関 (かん)する相 (そう)談 (だん)に的 (てき)確 (かく)に応 (おう)ずるとともに、障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)に関 (かん)する紛 (ふん)争 (そう)の防 (ぼう)止 (し)又 (また)は解 (かい)決 (けつ)を図 (はか)ることができるよう必 (ひつ)要 (よう)な体 (たい)制 (せい)の整 (せい)備 (び)を図 (はか)るものとする。

（啓 (けい)発 (はつ)活 (かつ)動 (どう)）
第 (だい)15条 (じょう)　国 (くに)及 (およ)び地 (ち)方 (ほう)公 (こう)共 (きょう)団 (だん)体 (たい)は、障害 (しょうがい)を理由 (りゆう)とする差別 (さべつ)の解消 (かいしょう)について国民 (こくみん)の関心 (かんしん)と理 (り)解 (かい)を深 (ふか)めるとともに、特 (とく)に、障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)の解 (かい)消 (しょう)を妨 (さまた)げている諸 (しょ)要 (よう)因 (いん)の解 (かい)消 (しょう)を図 (はか)るため、必 (ひつ)要 (よう)な啓 (けい)発 (はつ)活 (かつ)動 (どう)を行 (おこな)うものとする。

（情 (じょう)報 (ほう)の収 (しゅう)集 (しゅう)、整 (せい)理 (り)及 (およ)び提 (てい)供 (きょう)）
第 (だい)16条 (じょう)　国 (くに)は、障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)を解 (かい)消 (しょう)するための取 (とり)組 (くみ)に資 (し)するよう、国 (こく)内 (ない)外 (がい)における障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)及 (およ)びその解 (かい)消 (しょう)のための取 (とり)組 (くみ)に関 (かん)する情 (じょう)報 (ほう)の収 (しゅう)集 (しゅう)、整 (せい)理 (り)及 (およ)び提 (てい)供 (きょう)を行 (おこな)うものとする。

（障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消 (かいしょう)支援 (しえん)地域協 (ちいききょう)議会 (ぎかい)）
第 (だい)17条 (じょう)　国 (くに)及 (およ)び地 (ち)方 (ほう)公 (こう)共 (きょう)団 (だん)体 (たい)の機 (き)関 (かん)であって、医療 (いりょう)、介護 (かいご)、教 (きょう)育 (いく)その他 (た)の障害者 (しょうがいしゃ)の自立 (じりつ)と社会 (しゃかい)参加 (さんか)に関連 (かんれん)する分野 (ぶんや)の事務 (じむ)に従事 (じゅうじ)するもの（以 (い)下 (か)この項 (こう)及 (およ)び次 (じ)条 (じょう)第 (だい)二 (に)項 (こう)において「関 (かん)係 (けい)機 (き)関 (かん)」という。）は、当該地方公共団体 (とうがいちほうこうきょうだんたい)の区域 (くいき)において関 (かん)係 (けい)機 (き)関 (かん)が行 (おこな)う障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)に関 (かん)する相 (そう)談 (だん)及 (およ)び当 (とう)該 (がい)相 (そう)談 (だん)に係 (かかわ)る事 (じ)例 (れい)を踏 (ふ)まえた障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)を解 (かい)消 (しょう)するための取 (とり)組 (くみ)を効 (こう)果 (か)的 (てき)かつ円 (えん)滑 (かつ)に行うため、関係 (かんけい)機関 (きかん)により構成 (こうせい)される障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消 (かいしょう)支援 (しえん)地域協 (ちいききょう)議会 (ぎかい)（以下 (いか)「協議会 (きょうぎかい)」という。）を組織 (そしき)することができる。
２　前 (ぜん)項 (こう)の規 (き)定 (てい)により協 (きょう)議 (ぎ)会 (かい)を組 (そ)織 (しき)する国 (くに)及 (およ)び地 (ち)方 (ほう)公 (こう)共 (きょう)団 (だん)体 (たい)の機 (き)関 (かん)は、必 (ひつ)要 (よう)があると認 (みと)めるときは、協 (きょう)議 (ぎ)会 (かい)に次 (つぎ)に掲 (かか)げる者 (もの)を構 (こう)成 (せい)員 (いん)として加 (くわ)えることができる。
一 (いち)　特定 (とくてい)非営利 (ひえいり)活動 (かつどう)促進法 (そくしんほう)（平成 (へいせい)十年 (じゅうねん)法律 (ほうりつ)第七号 (だいななごう)）第 (だい)二 (に)条 (じょう)第 (だい)二 (に)項 (こう)に規 (き)定 (てい)する特 (とく)定 (てい)非 (ひ)営 (えい)利 (り)活 (かつ)動 (どう)法 (ほう)人 (じん)その他 (た)の団体 (だんたい)
二 (に)　学識 (がくしき)経験者 (けいけんしゃ)
三 (さん)　その他 (た)当 (とう)該 (がい)国 (くに)及 (およ)び地 (ち)方 (ほう)公 (こう)共 (きょう)団 (だん)体 (たい)の機 (き)関 (かん)が必 (ひつ)要 (よう)と認 (みと)める者 (もの)

（協 (きょう)議会 (ぎかい)の事務 (じむ)等 (とう)）
第 (だい)18条 (じょう)　協 (きょう)議 (ぎ)会 (かい)は、前 (ぜん)条 (じょう)第 (だい)一 (いっ)項 (こう)の目 (もく)的 (てき)を達 (たっ)するため、必要 (ひつよう)な情報 (じょうほう)を交換 (こうかん)するとともに、障害者 (しょうがいしゃ)からの相談 (そうだん)及 (およ)び当 (とう)該 (がい)相 (そう)談 (だん)に係 (かかわ)る事 (じ)例 (れい)を踏 (ふ)まえた障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)を解 (かい)消 (しょう)するための取 (とり)組 (くみ)に関 (かん)する協 (きょう)議 (ぎ)を行 (おこな)うものとする。
２　関 (かん)係 (けい)機 (き)関 (かん)及 (およ)び前 (ぜん)条 (じょう)第 (だい)二 (に)項 (こう)の構 (こう)成 (せい)員 (いん)（次項 (じこう)において「構成 (こうせい)機関 (きかん)等 (など)」という。）は、前 (ぜん)項 (こう)の協 (きょう)議 (ぎ)の結 (けっ)果 (か)に基 (もと)づき、当 (とう)該 (がい)相 (そう)談 (だん)に係 (かかわ)る事 (じ)例 (れい)を踏 (ふ)まえた障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)を解 (かい)消 (しょう)するための取 (とり)組 (くみ)を行 (おこな)うものとする。
３　協 (きょう)議 (ぎ)会 (かい)は、第 (だい)一 (いっ)項 (こう)に規 (き)定 (てい)する情 (じょう)報 (ほう)の交 (こう)換 (かん)及 (およ)び協 (きょう)議 (ぎ)を行 (おこな)うため必 (ひつ)要 (よう)があると認 (みと)めるとき、又 (また)は構成機関等 (こうせいきかんなど)が行 (おこな)う相談及 (そうだんおよ)び当該相談 (とうがいそうだん)に係 (かかわ)る事 (じ)例 (れい)を踏 (ふ)まえた障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)を解 (かい)消 (しょう)するための取 (とり)組 (くみ)に関 (かん)し他 (た)の構 (こう)成 (せい)機 (き)関 (かん)等 (など)から要 (よう)請 (せい)があった場 (ば)合 (あい)において必 (ひつ)要 (よう)があると認 (みと)めるときは、構 (こう)成 (せい)機 (き)関 (かん)等 (とう)に対 (たい)し、相 (そう)談 (だん)を行 (おこな)った障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)及 (およ)び差 (さ)別 (べつ)に係 (かかわ)る事 (じ)案 (あん)に関 (かん)する情 (じょう)報 (ほう)の提 (てい)供 (きょう)、意 (い)見 (けん)の表 (ひょう)明 (めい)その他 (た)の必 (ひつ)要 (よう)な協 (きょう)力 (りょく)を求 (もと)めることができる。
４　協 (きょう)議会 (ぎかい)の庶務 (しょむ)は、協 (きょう)議会 (ぎかい)を構成 (こうせい)する地方 (ちほう)公共 (こうきょう)団体 (だんたい)において処理 (しょり)する。
５　協 (きょう)議会 (ぎかい)が組織 (そしき)されたときは、当該 (とうがい)地方 (ちほう)公共 (こうきょう)団体 (だんたい)は、内 (ない)閣 (かく)府 (ふ)令 (れい)で定 (さだ)めるところにより、その旨 (むね)を公 (こう)表 (ひょう)しなければならない。

（秘密 (ひみつ)保持 (ほじ)義務 (ぎむ)）
第 (だい)19条 (じょう)　協 (きょう)議会 (ぎかい)の事務 (じむ)に従事 (じゅうじ)する者 (もの)又 (また)は協 (きょう)議会 (ぎかい)の事務 (じむ)に従事 (じゅうじ)していた者 (もの)は、正当 (せいとう)な理由 (りゆう)なく、協 (きょう)議会 (ぎかい)の事務 (じむ)に関 (かん)して知 (し)り得 (え)た秘 (ひ)密 (みつ)を漏 (も)らしてはならない。

（協 (きょう)議 (ぎ)会 (かい)の定 (さだ)める事 (じ)項 (こう)）
第 (だい)20条 (じょう)　前 (ぜん)三 (さん)条 (じょう)に定 (さだ)めるもののほか、協 (きょう)議 (ぎ)会 (かい)の組 (そ)織 (しき)及 (およ)び運 (うん)営 (えい)に関 (かん)し必 (ひつ)要 (よう)な事 (じ)項 (こう)は、協 (きょう)議 (ぎ)会 (かい)が定 (さだ)める。

第五章 (だいごしょう)　雑則 (ざっそく)
（主務 (しゅむ)大臣 (だいじん)）
第 (だい)21条 (じょう)　この法 (ほう)律 (りつ)における主 (しゅ)務 (む)大 (だい)臣 (じん)は、対応 (たいおう)指針 (ししん)の対象 (たいしょう)となる事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)の事業 (じぎょう)を所管 (しょかん)する大臣 (だいじん)又 (また)は国家 (こっか)公 (こう)安 (あん)委員会 (いいんかい)とする。

（地方 (ちほう)公共 (こうきょう)団体 (だんたい)が処理 (しょり)する事務 (じむ)）
第 (だい)22条 (じょう)　第 (だい)十 (じゅう)二 (に)条 (じょう)に規 (き)定 (てい)する主 (しゅ)務 (む)大 (だい)臣 (じん)の権 (けん)限 (げん)に属 (ぞく)する事 (じ)務 (む)は、政 (せい)令 (れい)で定 (さだ)めるところにより、地 (ち)方 (ほう)公 (こう)共 (きょう)団 (だん)体 (たい)の長 (ちょう)その他 (た)の執 (しっ)行 (こう)機 (き)関 (かん)が行 (おこな)うこととすることができる。




（権限 (けんげん)の委任 (いにん)）
第 (だい)23条 (じょう)　この法 (ほう)律 (りつ)の規 (き)定 (てい)により主 (しゅ)務 (む)大 (だい)臣 (じん)の権 (けん)限 (げん)に属 (ぞく)する事 (じ)項 (こう)は、政 (せい)令 (れい)で定 (さだ)めるところにより、その所 (しょ)属 (ぞく)の職 (しょく)員 (いん)に委 (い)任 (にん)することができる。

（政令 (せいれい)への委任 (いにん)）
第 (だい)24条 (じょう)　この法 (ほう)律 (りつ)に定 (さだ)めるもののほか、この法 (ほう)律 (りつ)の実 (じっ)施 (し)のため必 (ひつ)要 (よう)な事 (じ)項 (こう)は、政 (せい)令 (れい)で定 (さだ)める。

第六章 (だいろくしょう)　罰則 (ばっそく)
第 (だい)25条 (じょう)　第 (だい)十 (じゅう)九 (きゅう)条 (じょう)の規 (き)定 (てい)に違 (い)反 (はん)した者 (もの)は、一 (いち)年 (ねん)以 (い)下 (か)の懲 (ちょう)役 (えき)又 (また)は五 (ご)十 (じゅう)万 (まん)円 (えん)以 (い)下 (か)の罰 (ばっ)金 (きん)に処 (しょ)する。

第 (だい)26条 (じょう)　第 (だい)十 (じゅう)二 (に)条 (じょう)の規 (き)定 (てい)による報 (ほう)告 (こく)をせず、又 (また)は虚 (きょ)偽 (ぎ)の報 (ほう)告 (こく)をした者 (もの)は、二 (に)十 (じゅう)万 (まん)円 (えん)以 (い)下 (か)の過 (か)料 (りょう)に処 (しょ)する。

附則 (ふそく)
（施行 (しこう)期日 (きじつ)）
第 (だい)１条 (じょう)　この法 (ほう)律 (りつ)は、平 (へい)成 (せい)二 (に)十 (じゅう)八 (はち)年 (ねん)四 (し)月 (がつ)一 (ついたち)日から施 (し)行 (こう)する。ただし、次 (じ)条 (じょう)から附則 (ふそく)第六条 (だいろくじょう)までの規定 (きてい)は、公布 (こうふ)の日 (ひ)から施行 (しこう)する。

（基 (き)本 (ほん)方 (ほう)針 (しん)に関 (かん)する経 (けい)過 (か)措 (そ)置 (ち)）
第 (だい)２条 (じょう)　政 (せい)府 (ふ)は、この法 (ほう)律 (りつ)の施 (し)行 (こう)前 (まえ)においても、第 (だい)六 (ろく)条 (じょう)の規 (き)定 (てい)の例 (れい)により、基 (き)本 (ほん)方 (ほう)針 (しん)を定 (さだ)めることができる。この場 (ば)合 (あい)において、内 (ない)閣 (かく)総 (そう)理 (り)大 (だい)臣 (じん)は、この法 (ほう)律 (りつ)の施 (し)行 (こう)前 (まえ)においても、同条 (どうじょう)の規定 (きてい)の例 (れい)により、これを公表 (こうひょう)することができる。
２　前 (ぜん)項 (こう)の規 (き)定 (てい)により定 (さだ)められた基 (き)本 (ほん)方 (ほう)針 (しん)は、この法 (ほう)律 (りつ)の施 (し)行 (こう)の日 (ひ)において第 (だい)六 (ろく)条 (じょう)の規 (き)定 (てい)により定 (さだ)められたものとみなす。

（国 (くに)等 (など)職 (しょく)員 (いん)対 (たい)応 (おう)要 (よう)領 (りょう)に関 (かん)する経 (けい)過 (か)措 (そ)置 (ち)）
第 (だい)３条 (じょう)　国 (くに)の行 (ぎょう)政 (せい)機 (き)関 (かん)の長 (ちょう)及 (およ)び独 (どく)立 (りつ)行 (ぎょう)政 (せい)法 (ほう)人 (じん)等 (など)は、この法律 (ほうりつ)の施行前 (しこうまえ)においても、第九条 (だいきゅうじょう)の規定 (きてい)の例 (れい)により、国 (くに)等 (など)職 (しょく)員 (いん)対 (たい)応 (おう)要 (よう)領 (りょう)を定 (さだ)め、これを公 (こう)表 (ひょう)することができる。
２　前 (ぜん)項 (こう)の規 (き)定 (てい)により定 (さだ)められた国 (くに)等 (など)職 (しょく)員 (いん)対 (たい)応 (おう)要 (よう)領 (りょう)は、この法 (ほう)律 (りつ)の施 (し)行 (こう)の日 (ひ)において第 (だい)九 (きゅう)条 (じょう)の規 (き)定 (てい)により定 (さだ)められたものとみなす。

（地 (ち)方 (ほう)公 (こう)共 (きょう)団 (だん)体 (たい)等 (とう)職 (しょく)員 (いん)対 (たい)応 (おう)要 (よう)領 (りょう)に関 (かん)する経 (けい)過 (か)措 (そ)置 (ち)）
第 (だい)４条 (じょう)　地 (ち)方 (ほう)公 (こう)共 (きょう)団 (だん)体 (たい)の機 (き)関 (かん)及 (およ)び地 (ち)方 (ほう)独 (どく)立 (りつ)行 (ぎょう)政 (せい)法 (ほう)人 (じん)は、この法律 (ほうりつ)の施行前 (しこうまえ)においても、第十条 (だいじゅうじょう)の規定 (きてい)の例 (れい)により、地 (ち)方 (ほう)公 (こう)共 (きょう)団 (だん)体 (たい)等 (とう)職 (しょく)員 (いん)対 (たい)応 (おう)要 (よう)領 (りょう)を定 (さだ)め、これを公 (こう)表 (ひょう)することができる。
２　前 (ぜん)項 (こう)の規 (き)定 (てい)により定 (さだ)められた地 (ち)方 (ほう)公 (こう)共 (きょう)団 (だん)体 (たい)等 (とう)職 (しょく)員 (いん)対 (たい)応 (おう)要 (よう)領 (りょう)は、この法 (ほう)律 (りつ)の施 (し)行 (こう)の日 (ひ)において第 (だい)十 (じゅう)条 (じょう)の規 (き)定 (てい)により定 (さだ)められたものとみなす。

（対 (たい)応 (おう)指 (し)針 (しん)に関 (かん)する経 (けい)過 (か)措 (そ)置 (ち)）
第 (だい)５条 (じょう)　主 (しゅ)務 (む)大 (だい)臣 (じん)は、この法 (ほう)律 (りつ)の施 (し)行 (こう)前 (まえ)においても、第 (だい)十 (じゅう)一 (いち)条 (じょう)の規 (き)定 (てい)の例 (れい)により、対 (たい)応 (おう)指 (し)針 (しん)を定 (さだ)め、これを公表 (こうひょう)することができる。
２　前 (ぜん)項 (こう)の規 (き)定 (てい)により定 (さだ)められた対 (たい)応 (おう)指 (し)針 (しん)は、この法 (ほう)律 (りつ)の施 (し)行 (こう)の日 (ひ)において第 (だい)十 (じゅう)一 (いち)条 (じょう)の規 (き)定 (てい)により定 (さだ)められたものとみなす。

（政令 (せいれい)への委任 (いにん)）
第６条 (だい６じょう)　この附則 (ふそく)に規定 (きてい)するもののほか、この法 (ほう)律 (りつ)の施 (し)行 (こう)に関 (かん)し必 (ひつ)要 (よう)な経 (けい)過 (か)措 (そ)置 (ち)は、政 (せい)令 (れい)で定 (さだ)める。

（検討 (けんとう)）
第 (だい)７条 (じょう)　政 (せい)府 (ふ)は、この法 (ほう)律 (りつ)の施 (し)行 (こう)後 (ご)三 (さん)年 (ねん)を経 (けい)過 (か)した場 (ば)合 (あい)において、第八条第二項 (だいはちじょうだいにこう)に規定 (きてい)する社会的 (しゃかいてき)障壁 (しょうへき)の除去 (じょきょ)の実施 (じっし)についての必 (ひつ)要 (よう)かつ合 (ごう)理 (り)的 (てき)な配 (はい)慮 (りょ)の在 (あ)り方 (かた)その他 (た)この法 (ほう)律 (りつ)の施 (し)行 (こう)の状 (じょう)況 (きょう)について検 (けん)討 (とう)を加 (くわ)え、必 (ひつ)要 (よう)があると認 (みと)めるときは、その結 (けっ)果 (か)に応 (おう)じて所 (しょ)要 (よう)の見 (み)直 (なお)しを行 (おこな)うものとする。

（障害者 (しょうがいしゃ)基本法 (きほんほう)の一部 (いちぶ)改正 (かいせい)）
第 (だい)８条 (じょう)　障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)基 (き)本 (ほん)法 (ほう)の一 (いち)部 (ぶ)を次 (つぎ)のように改 (かい)正 (せい)する。
第 (だい)三 (さん)十 (じゅう)二 (に)条 (じょう)第 (だい)二 (に)項 (こう)に次 (つぎ)の一 (いち)号 (ごう)を加 (くわ)える。
四 (よん)　障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)の解 (かい)消 (しょう)の推 (すい)進 (しん)に関 (かん)する法 (ほう)律 (りつ)（平成 (へいせい)二十五年 (にじゅうごねん)法律 (ほうりつ)第六十五号 (だいろくじゅうごごう)）の規 (き)定 (てい)によりその権 (けん)限 (げん)に属 (ぞく)させられた事 (じ)項 (こう)を処 (しょ)理 (り)すること。

（内閣府 (ないかくふ)設置法 (せっちほう)の一部 (いちぶ)改正 (かいせい)）
第 (だい)９条 (じょう)　内 (ない)閣 (かく)府 (ふ)設 (せっ)置 (ち)法 (ほう)の一 (いち)部 (ぶ)を次 (つぎ)のように改 (かい)正 (せい)する。
第 (だい)四 (よん)条 (じょう)第 (だい)三 (さん)項 (こう)第 (だい)四 (よん)十 (じゅう)四 (よん)号 (ごう)の次 (つぎ)に次 (つぎ)の一 (いち)号 (ごう)を加 (くわ)える。
四 (よん)十 (じゅう)四 (よん)の (の)二 (に)　障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)の解 (かい)消 (しょう)の推 (すい)進 (しん)に関 (かん)する基 (き)本 (ほん)方 (ほう)針 (しん)（障 (しょう)害 (がい)を理 (り)由 (ゆう)とする差 (さ)別 (べつ)の解 (かい)消 (しょう)の推 (すい)進 (しん)に関 (かん)する法 (ほう)律 (りつ)（平 (へい)成 (せい)二 (に)十 (じゅう)五 (ご)年 (ねん)法 (ほう)律 (りつ)第 (だい)六 (ろく)十 (じゅう)五 (ご)号 (ごう)）第 (だい)六 (ろく)条 (じょう)第 (だい)一 (いっ)項 (こう)に規 (き)定 (てい)するものをいう。）の作 (さく)成 (せい)及 (およ)び推 (すい)進 (しん)に関 (かん)すること。
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